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唐
・
五
代
宋
初
の
禅
思
想
に
お
け
る
無
情
仏
性
・
説
法
説
藤祷説法説怯
惰
唐
の
仏
教
界
で
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
た
問
題
の
一
つ
に
、
心
を
持
仏
た
ぬ
植
物
や
無
機
物
に
も
仏
性
が
あ
り
、
ま
た
成
仏
す
る
と
い
う
、
無
知
情
仏
性
、
草
木
成
仏
の
問
題
が
あ
る
。
禅
思
想
界
に
お
い
て
も
ま
た
、
同
ζ
の
問
題
、
及
び
無
情
説
法
の
問
題
が
早
く
か
ら
議
論
の
対
象
と
な
凶
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
提
出
さ
れ
た
。
拙
稿
で
は
、
多
様
な
無
情
想
仏
性
・
説
法
説
の
論
旨
を
で
き
る
だ
け
丁
寧
に
追
い
な
が
ら
、
そ
れ
相
ぞ
れ
の
説
に
お
い
て
彼
ら
禅
者
が
、
そ
れ
を
如
何
な
る
悟
境
の
表
現
伽
と
し
て
唱
え
た
の
か
、
無
情
の
成
仏
と
言
ぃ
、
「
無
情
説
法
」
と
言
う
僻
彼
ら
の
関
心
は
那
辺
に
存
し
た
の
か
を
考
え
る
。
従
来
の
諸
研
究
は
、
五
一
つ
の
前
提
か
ら
全
て
を
理
解
し
た
り
、
禅
者
自
身
の
論
旨
を
離
れ
唐
た
憶
測
に
よ
っ
て
、
そ
の
背
後
に
あ
る
思
考
を
想
定
し
た
り
す
る
た
め
、
無
情
有
性
説
の
内
実
も
、
そ
れ
を
批
判
す
る
側
の
意
図
に
つ
い
2
て
も
、
見
誤
っ
た
部
分
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
無
情
説
法
説
は
じ
め
に
粛
寛
藤
智
の
無
情
仏
性
説
と
の
関
連
の
仕
方
や
、
禅
思
想
全
体
か
ら
の
位
置
づ
け
、
ま
た
教
家
の
そ
れ
に
比
し
た
禅
の
無
情
仏
性
・
説
法
説
の
特
色
【
l】
に
つ
い
て
は
、
未
だ
十
分
な
議
論
が
な
さ
れ
て
は
い
な
い
。
本
論
の
前
半
で
は
、
初
期
の
禅
思
想
を
伝
え
る
『
梼
伽
師
資
記
』
、
『
絶
観
論
』
と
、
あ
る
程
度
成
熟
し
た
禅
思
想
を
集
大
成
す
る
と
さ
れ
る
『
祖
堂
集
』
を
材
料
と
し
て
、
草
木
成
仏
説
と
無
情
説
法
説
の
諸
相
を
見
る
。
後
半
で
は
、
無
情
仏
性
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
た
、
「
青
青
翠
竹
尽
是
真
如
、
欝
欝
黄
花
無
非
般
若
」
の
成
句
に
つ
い
て
の
議
論
を
見
る
。
こ
こ
で
は
、
無
情
仏
性
へ
の
反
対
論
も
検
討
し
、
無
情
仏
性
・
説
法
関
連
の
議
論
の
論
点
、
こ
れ
ら
の
説
へ
の
関
心
の
所
在
を
一
層
は
っ
き
り
さ
せ
た
い
。
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無
情
の
成
仏
と
無
情
説
法
初
期
禅
文
献
に
お
い
て
『
拐
伽
師
資
記
』
と
『
絶
観
論
』
禅
思
想
界
に
お
い
て
最
も
早
く
当
該
問
題
に
言
及
す
る
の
は
、
『
四
国
伽
師
資
記
』
及
び
『
絶
観
論
』
で
あ
ろ
う
。
『
拐
伽
師
資
記
」
求
那
抜
陀
羅
条
で
は
、
求
那
抜
陀
羅
は
「
凡
教
人
智
慧
、
未
嘗
説
此
、
就
事
而
徴
〔
人
に
智
慧
を
教
え
る
の
に
、
そ
れ
を
直
接
説
く
こ
と
は
な
く
、
具
体
的
な
事
物
に
つ
い
て
明
か
し
た
と
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
る
が
、
そ
こ
に
「
山
杖
能
説
法
不
.
:
又
云
、
〈
樹
薬
能
説
法
、
瓶
能
説
法
、
柱
能
説
法
、
及
地
水
火
風
皆
能
説
法
、
土
木
瓦
石
亦
能
説
法
〉
者
、
何
也
〔
「
山
歩
き
の
杖
は
説
法
す
る
か
」
・
:
・
ま
た
言
う
、
「
〈
木
の
葉
が
説
法
し
、
瓶
が
説
法
し
、
柱
が
説
法
し
、
及
び
自
然
界
の
全
て
が
み
な
説
法
し
、
大
地
・
木
・
瓦
・
石
も
説
法
す
る
〉
、
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
〕
」
(
p
一
二
八
四
下
)
と
あ
る
の
は
、
無
情
説
法
説
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
な
ぜ
無
情
説
法
が
可
能
な
の
か
、
何
の
説
明
も
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
乙
の
口
吻
か
ら
察
す
る
に
、
『
拐
伽
師
資
記
』
以
前
、
既
に
「
樹
葉
能
説
法
・
・
・
土
木
瓦
石
亦
能
説
法
」
と
い
う
語
が
知
ら
れ
て
い
た
ら
し
き
こ
と
と
、
修
行
者
の
悟
境
を
験
す
る
た
め
に
無
償
説
法
説
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
。
ま
た
、
道
信
条
末
尾
に
は
無
情
仏
性
・
説
法
説
を
擁
護
す
る
ら
し
( 
) 
き
発
言
が
見
え
る
。
が
、
こ
こ
の
論
旨
も
不
明
瞭
で
あ
る
。
や
や
わ
か
り
易
い
の
は
、
瓶
や
柱
、
土
木
瓦
石
に
仏
の
三
十
二
相
が
有
る
か
ど
う
か
、
と
問
う
弘
忍
の
言
葉
、
ま
た
、
同
じ
く
弘
忍
条
の
、
汝
正
在
寺
中
坐
禅
時
、
山
林
樹
下
、
亦
有
汝
身
坐
禅
不
。
一
切
土
木
瓦
石
、
亦
能
坐
禅
不
。
土
木
瓦
石
、
亦
能
見
色
聞
声
、
著
衣
持
鉢
不
。
拐
伽
経
云
〈
境
界
法
身
〉
、
是
也
〔
君
が
ま
さ
に
寺
の
中
で
坐
禅
し
て
い
る
時
、
山
中
の
木
の
下
に
も
、
ま
た
君
の
坐
禅
す
る
体
が
有
る
か
。
一
切
の
大
地
、
木
々
、
瓦
や
石
も
坐
禅
を
す
る
か
。
土
木
瓦
石
も
、
色
を
見
、
芦
を
聞
き
、
衣
を
着
、
鉢
を
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
『
田
川
伽
経
』
に
「
境
界
法
身
」
と
一
一
百
う
の
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
〕
。
(
p
一
二
九
O
上
)
と
い
う
発
言
で
あ
る
。
無
情
の
物
に
仏
陀
の
相
好
が
あ
り
、
ま
た
土
木
瓦
石
が
坐
禅
を
し
、
そ
れ
が
「
境
界
法
身
」
だ
と
い
う
の
は
、
無
情
成
仏
説
の
一
種
と
見
な
せ
よ
う
。
さ
て
、
瓶
や
土
木
瓦
石
に
三
十
二
相
が
あ
る
と
は
、
如
何
な
る
乙
と
か
。
『
拐
伽
師
資
記
』
は
こ
の
発
言
の
少
し
前
に
、
「
証
後
坐
時
」
、
即
ち
悟
り
を
得
た
後
の
坐
禅
を
述
べ
、
「
坐
時
、
満
世
界
寛
放
身
心
、
住
仏
境
界
、
清
掃
法
身
無
有
辺
畔
〔
坐
る
時
に
は
、
世
界
い
っ
ぱ
い
に
身
心
を
広
げ
、
仏
の
境
地
に
住
し
て
、
清
ら
か
な
法
身
に
果
て
が
無
い
〕
」
と
言
う
。
悟
り
を
得
た
者
の
坐
禅
に
お
い
て
は
、
世
界
の
全
て
が
自
己
の
悟
境
と
な
る
、
と
い
う
乙
と
だ
ろ
う
。
も
し
、
瓶
に
も
ま
た
三
十
二
相
が
有
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
も
、
こ
れ
と
同
様
の
見
解
を
前
提
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
悟
り
の
境
地
に
お
い
て
は
、
瓶
や
土
木
瓦
石
な
ど
の
無
情
の
物
も
自
己
と
同
時
に
仏
と
な
る
、
と
弘
忍
は
見
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
次
に
、
一
切
の
土
木
瓦
石
が
坐
禅
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
「
汝
正
在
寺
中
坐
禅
時
」
云
々
に
直
接
連
続
す
る
も
の
で
あ
る
劇
か
ら
、
こ
れ
も
ま
た
坐
禅
の
境
地
に
お
け
る
無
情
仏
性
の
実
現
、
と
繍
解
せ
よ
う
。
『
拐
伽
経
』
に
言
う
「
境
界
法
身
」
と
は
、
四
巻
『
拐
伽
説
経
』
巻
第
一
の
、
「
海
浪
蔵
識
の
境
界
法
身
」
(
大
正
蔵
第
十
六
冊
・
鵬
p
四
八
四
上
)
に
由
来
す
る
。
『
拐
伽
経
』
は
、
蔵
識
を
海
に
、
前
七
世
識
を
波
浪
に
喰
え
る
(
P
四
八
四
中
)
。
こ
と
か
ら
も
、
弘
忍
条
の
無
仏
情
仏
性
説
が
、
一
切
を
悟
れ
る
自
心
の
展
開
と
見
る
こ
と
に
裏
付
け
鮒
ら
れ
て
い
る
と
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。
九
要
す
る
に
『
梼
伽
師
資
邑
弘
忍
条
で
は
、
悟
れ
る
者
の
坐
禅
に
同
お
い
て
、
一
切
が
悟
れ
る
自
己
の
身
心
と
体
認
さ
れ
る
と
と
に
よ
っ
想
て
無
情
が
成
仏
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
弘
忍
ま
た
は
糊
『
傍
伽
師
資
記
』
に
と
っ
て
無
情
物
の
三
十
二
相
、
坐
禅
修
行
と
は
、
伽
か
か
る
悟
境
を
修
行
者
が
体
得
し
て
い
る
か
否
か
を
試
み
る
た
め
の
官
話
柄
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
求
那
抜
陀
羅
条
の
無
情
説
法
説
も
、
同
様
五
の
体
認
の
有
無
を
修
行
者
に
験
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
唐
『
絶
観
論
』
は
『
拐
伽
師
資
記
』
に
前
後
す
る
成
立
と
考
え
ら
れ
る
ま
禅
文
献
だ
抗
、
そ
こ
に
は
、
『
拐
伽
師
資
記
』
と
は
ま
た
違
っ
た
形
で
の
無
情
仏
性
、
草
木
成
仏
へ
の
言
及
が
見
え
る
。
縁
門
間
目
、
道
者
為
独
在
於
形
霊
之
中
耶
、
亦
在
於
草
木
之
中
耶
。
入
理
目
、
道
無
所
不
遍
也
〔
縁
門
が
問
う
て
言
う
「
道
と
い
う
も
の
は
、
精
神
を
持
つ
者
の
中
に
だ
け
在
る
の
で
し
ょ
う
か
、
草
木
の
中
に
も
在
る
の
で
し
ょ
う
か
」
。
入
理
は
言
う
、
「
道
は
す
べ
て
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
」
〕
。
(
P
九
こ
と
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
「
仏
性
」
で
は
な
く
「
道
」
だ
が
、
一
連
の
対
話
の
中
に
は
「
若
草
木
久
来
合
道
、
経
中
何
故
不
記
草
木
成
仏
、
偏
記
人
也
〔
も
し
草
木
が
久
し
く
道
に
合
し
て
い
る
の
な
ら
、
経
典
に
は
、
な
ぜ
草
木
の
成
仏
を
予
言
せ
ず
、
た
だ
人
の
成
仏
だ
け
を
予
言
す
る
の
で
す
か
〕
」
(
P
九
一
)
と
い
う
質
問
も
あ
り
、
「
道
」
が
成
仏
の
根
拠
と
さ
れ
、
草
木
成
仏
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
も
無
情
仏
性
、
草
木
成
仏
説
と
見
な
す
べ
き
だ
ろ
う
。
草
木
に
お
け
る
道
の
有
無
を
問
う
縁
門
に
対
し
て
入
理
は
、
道
は
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
遍
満
し
て
い
る
と
答
え
る
。
す
る
と
縁
門
は
、
も
し
道
が
草
木
に
も
遍
満
す
る
な
ら
、
な
ぜ
人
を
殺
せ
ば
罪
が
有
る
の
に
、
草
木
を
殺
し
て
も
罪
が
無
い
の
か
、
と
問
う
。
入
理
は
、
罪
と
罪
で
な
い
も
の
を
舌
一
口
う
の
は
、
「
情
」
や
「
事
」
の
立
場
か
ら
す
る
言
い
方
で
あ
っ
て
、
道
理
に
達
せ
ず
、
妄
り
に
「
我
が
身
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
人
が
殺
せ
ば
、
殺
す
と
い
う
心
が
業
を
結
ぶ
か
ら
、
罪
と
言
う
の
だ
(
「
殺
即
有
心
、
心
結
於
業
、
即
云
罪
也
」
)
と
言
う
。
そ
し
て
、
入
理
の
考
え
る
真
な
る
あ
り
方
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
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草
木
無
情
、
本
来
合
道
理
無
我
、
故
殺
者
不
計
、
即
不
論
罪
与
非
罪
〔
草
木
に
は
情
が
無
く
、
本
来
道
理
に
合
し
て
無
我
で
あ
る
。
だ
か
ら
殺
す
者
も
(
相
手
に
我
が
あ
る
と
)
考
え
な
い
か
ら
、
罪
と
か
罪
で
な
い
と
か
を
論
じ
な
い
の
だ
〕
。
(
p
九
ご
傷
つ
け
ら
れ
る
草
木
が
無
情
、
無
我
だ
か
ら
、
殺
す
方
も
対
象
た
る
草
木
に
固
定
的
な
我
を
想
定
す
る
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
の
は
論
理
に
若
干
の
飛
躍
が
あ
ろ
う
。
が
と
に
か
く
、
罪
と
罪
で
な
い
こ
と
が
存
在
す
る
世
界
と
は
、
道
理
を
離
れ
た
有
我
、
有
心
の
世
界
で
あ
る
の
に
対
し
、
情
が
無
い
た
め
に
道
に
合
し
、
無
我
で
あ
れ
ば
罪
・
非
罪
の
区
別
は
生
じ
な
い
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
何
も
草
木
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
入
理
先
生
は
、
「
夫
無
我
合
道
者
、
視
形
如
草
木
、
被
研
如
樹
林
〔
い
っ
た
い
、
無
我
で
あ
っ
て
道
に
合
し
て
い
る
者
は
、
肉
体
を
見
る
こ
と
が
草
木
の
よ
う
で
あ
り
、
斬
ら
れ
で
も
樹
木
の
よ
う
で
あ
る
〕
」
(
P
九
一
)
と
一
一
吉
う
。
つ
い
で
入
理
は
、
文
殊
が
剣
で
仏
に
斬
り
つ
け
た
と
い
う
『
大
宝
積
経
』
巻
第
百
五
・
善
住
意
天
子
会
・
神
通
証
説
品
第
九
(
大
正
蔵
十
ご
の
故
事
、
及
び
驚
掘
魔
羅
が
釈
迦
を
殺
害
せ
ん
と
し
た
と
い
う
『
雑
阿
含
経
』
巻
第
三
十
八
(
大
正
蔵
二
、
p
二
八
O
下
i
二
八
一
下
)
の
故
事
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
は
、
も
の
が
も
と
も
と
生
じ
た
り
滅
し
た
り
す
る
も
の
で
な
い
乙
と
を
理
解
し
て
お
り
、
(
「
我
」
や
肉
体
が
)
幻
の
如
く
虚
無
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
め
て
い
る
者
の
行
為
な
の
で
、
罪
と
非
罪
と
を
論
ず
る
乙
と
は
な
い
の
だ
と
評
す
る
。
こ
こ
で
も
、
道
に
合
せ
る
者
、
即
ち
、
無
我
で
あ
り
、
不
生
不
滅
、
一
切
の
空
無
な
る
こ
と
を
体
得
し
て
い
る
者
同
士
の
聞
に
は
罪
・
不
罪
の
別
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
草
木
に
お
け
る
道
の
存
在
、
ま
た
草
木
を
殺
傷
す
る
罪
の
問
題
が
、
今
や
、
有
情
に
お
け
る
行
為
の
あ
り
方
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
『
絶
観
論
』
に
お
け
る
草
木
成
仏
の
主
張
は
、
道
の
遍
在
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
思
想
、
表
現
は
、
『
荘
子
』
知
北
遊
篇
の
「
道
元
不
在
」
や
そ
の
成
玄
英
疏
の
「
道
無
不
遍
、
在
処
有
之
〔
道
に
は
ゆ
き
わ
た
ら
な
い
所
は
無
く
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
有
る
〕
」
を
継
承
す
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
『
絶
観
論
』
に
お
い
て
「
道
」
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
り
、
道
を
有
す
る
と
は
如
何
な
る
こ
と
か
、
『
絶
観
論
』
自
身
の
言
葉
に
照
ら
し
て
確
か
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
書
の
冒
頭
近
く
に
は
「
道
非
心
念
」
(
p
八
七
)
と
あ
り
、
「
道
」
を
心
や
想
念
で
は
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
無
念
即
無
心
、
無
心
即
真
道
〔
念
が
無
け
れ
ば
心
が
無
く
、
心
が
無
け
れ
ば
真
の
道
で
あ
る
〕
」
(
P
八
七
)
、
「
聖
人
無
我
而
有
道
」
(
p
八
八
)
、
「
若
無
心
分
別
者
、
道
体
自
然
〔
も
し
分
別
に
心
を
用
い
な
け
れ
ば
、
道
の
本
体
の
ま
ま
に
自
然
〕
」
(
p
九
五
)
と
あ
り
、
「
無
心
」
、
「
無
我
」
で
あ
れ
ば
道
を
体
得
で
き
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
草
木
成
仏
を
論
ず
る
こ
こ
で
も
、
「
道
に
合
」
し
た
状
態
が
「
無
我
」
「
無
情
」
と
表
現
さ
れ
、
か
か
る
境
地
を
実
現
し
得
た
者
は
「
草
木
の
如
く
」
「
樹
木
の
如
」
く
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
有
情
で
あ
る
世
間
の
人
々
よ
り
も
、
妄
情
が
無
く
無
我
で
あ
る
草
木
の
方
が
、
道
に
合
し
た
あ
り
方
を
実
現
し
得
て
い
る
と
観
念
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
つ
ま
り
『
絶
観
論
』
の
「
道
」
と
は
心
や
念
が
働
か
な
い
所
に
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ぺ
道
に
合
す
る
と
は
無
我
、
無
心
の
境
地
を
指
す
の
で
あ
っ
た
。
『
絶
観
論
』
の
無
情
成
仏
説
は
、
「
道
」
が
遍
在
船
し
て
い
る
か
ら
草
木
も
成
仏
す
る
、
と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
繍
有
情
で
あ
る
修
行
者
に
、
上
に
見
た
よ
う
な
無
我
、
無
心
へ
の
要
求
説
が
あ
れ
ば
と
そ
、
草
木
の
成
仏
も
彼
ら
に
と
っ
て
の
現
実
味
を
帯
び
、
融
ま
た
彼
ら
の
用
心
の
問
題
へ
と
展
開
し
得
る
深
刻
さ
を
苧
み
得
た
の
怯
で
あ
る
。
F
U
 
{
 
鮒
(
一
一
)
「
祖
堂
集
』
の
無
情
説
法
説
持
『
絶
観
論
」
で
は
、
「
情
が
無
い
」
こ
と
に
関
わ
っ
て
草
木
成
仏
が
附
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
た
が
、
よ
り
自
覚
的
に
「
無
情
」
を
問
唱
題
と
し
つ
つ
、
ま
た
違
っ
た
趣
を
見
せ
る
の
が
、
『
組
堂
集
』
に
収
録
僻
さ
れ
た
南
陽
慧
忠
と
南
陽
張
演
、
ま
た
雲
巌
曇
愚
と
洞
山
良
品
川
の
問
伽
答
に
お
け
る
無
情
説
法
説
で
あ
る
。
先
ず
南
陽
慧
忠
と
南
方
禅
客
の
品
川
問
答
を
見
て
お
く
。
五
(
l
)
南
陽
慧
忠
章
ー
そ
の
一
ー
唐
『
祖
堂
集
』
巻
第
三
・
慧
忠
国
師
章
に
は
無
情
仏
性
・
説
法
に
関
す
る
問
答
が
二
つ
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
南
方
禅
客
と
の
問
答
で
は
、
「
如
何
是
古
仏
心
〔
何
が
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古
仏
の
心
で
し
ょ
う
か
〕
」
と
い
う
質
問
を
発
端
と
し
て
、
悟
り
の
境
地
に
お
い
て
は
「
心
」
も
「
性
」
と
な
る
乙
と
、
三
界
は
心
の
所
産
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
無
情
が
仏
性
を
有
す
る
こ
と
、
嫡
壁
瓦
石
が
古
仏
心
で
あ
る
こ
と
が
論
証
さ
れ
て
い
る
。
慧
忠
の
無
情
仏
性
説
は
、
『
梼
伽
師
資
記
』
と
軌
を
一
に
し
つ
つ
、
よ
り
論
理
を
明
確
化
し
た
も
の
と
一
言
え
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
表
現
、
用
語
か
ら
す
れ
ば
直
接
に
吉
蔵
や
混
然
を
継
承
す
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、
無
情
は
心
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
説
法
を
も
す
る
の
だ
と
言
う
慧
忠
に
、
禅
客
は
自
分
は
な
ぜ
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
と
問
う
(
第
十
一
張
)
。
以
下
、
そ
れ
に
関
す
る
問
答
を
見
ょ
う
。
師
日
、
汝
自
不
問
、
不
可
妨
他
有
問
者
。
進
目
、
誰
人
得
問
。
師
目
、
諸
聖
得
問
。
禅
客
目
、
与
摩
即
衆
生
応
無
分
也
。
師
日
、
我
為
衆
生
説
、
不
可
為
他
諸
聖
説
。
禅
客
目
、
某
甲
愚
昧
聾
瞥
、
不
聞
無
情
説
法
。
和
尚
是
為
人
天
師
、
説
般
若
波
羅
蜜
多
、
得
聞
無
情
説
法
不
。
師
目
、
我
亦
不
問
。
進
目
、
和
尚
為
什
摩
不
問
。
師
回
、
頼
我
不
聞
無
情
説
法
。
我
若
聞
無
情
説
法
、
我
則
同
於
諸
聖
。
汝
若
為
得
見
我
、
及
聞
我
説
法
乎
。
禅
客
目
、
一
切
衆
生
、
畢
寛
還
得
聞
無
情
説
法
不
。
師
目
、
衆
生
若
問
、
即
非
衆
生
〔
先
生
は
言
う
、
「
君
は
聞
か
な
く
て
も
、
他
人
の
聞
く
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。
進
ん
で
言
う
、
「
誰
が
聞
く
乙
と
が
で
き
る
の
で
す
か
」
。
先
生
は
一
言
う
、
「
聖
人
た
ち
は
聞
く
こ
と
が
で
き
る
」
。
禅
客
は
言
う
、
「
そ
う
な
る
と
、
衆
生
に
は
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聞
く
資
格
は
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
」
。
先
生
は
言
一
う
、
「
私
は
衆
生
の
た
め
に
説
い
て
い
る
。
彼
ら
聖
人
の
た
め
に
説
く
こ
と
は
な
い
」
。
禅
客
は
言
う
、
「
わ
た
く
し
は
、
つ
ん
ぽ
で
め
く
ら
の
愚
か
者
、
心
を
持
た
ぬ
物
の
説
法
を
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
和
尚
は
、
人
間
界
、
天
界
の
教
師
と
し
て
、
般
若
波
羅
蜜
多
を
説
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
心
を
持
た
ぬ
物
の
説
法
を
お
聞
き
に
な
れ
ま
す
か
」
。
先
生
は
言
う
、
「
私
も
聞
か
な
い
」
。
進
ん
で
言
う
、
「
和
尚
は
な
ぜ
聞
か
な
い
の
で
す
」
。
先
生
は
言
う
、
「
私
が
心
を
持
た
ぬ
物
の
説
法
を
聞
か
な
く
て
幸
い
な
の
だ
。
私
が
も
し
、
心
を
持
た
ぬ
物
の
説
法
を
聞
げ
ば
、
私
は
聖
人
達
に
等
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。
君
が
ど
う
し
て
私
を
見
、
ま
た
私
の
説
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」
。
禅
客
は
言
一
う
、
「
全
て
の
衆
生
は
、
結
局
の
所
、
心
を
持
た
ぬ
物
の
説
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
」
。
先
生
は
言
う
、
「
衆
生
が
も
し
聞
け
ば
、
衆
生
で
は
な
い
」
〕
。
(
巻
第
三
・
第
十
一
一
張
1
第
十
二
張
)
無
情
説
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
聖
人
だ
け
で
あ
り
、
衆
生
は
無
情
説
法
を
聞
く
聖
人
の
姿
を
見
る
こ
と
も
、
彼
の
説
法
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ず
、
衆
生
が
無
情
説
法
を
聞
く
時
に
は
も
は
や
衆
生
で
は
な
い
と
さ
れ
る
点
か
ら
す
れ
ば
、
「
聖
人
」
と
「
衆
生
」
と
の
隔
た
り
{
凶
}
は
程
度
の
問
題
で
は
な
く
、
全
く
の
質
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
そ
の
聖
人
が
無
情
説
法
を
聞
く
と
は
如
何
な
る
こ
と
か
。
慧
忠
の
無
情
仏
性
説
を
保
証
す
る
の
は
「
三
界
唯
心
」
で
あ
る
が
、
そ
の
際
の
心
と
は
、
厳
密
に
は
迷
え
る
「
心
」
で
は
な
く
、
悟
れ
る
「
性
」
と
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
(
注
7
1
し
て
み
れ
ば
慧
忠
の
「
聖
人
」
と
は
、
自
ら
の
心
が
「
性
」
そ
の
も
の
と
な
り
、
=
一
界
唯
心
を
体
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
情
仏
性
を
実
現
し
て
い
る
存
在
で
あ
ろ
う
。
そ
の
聖
人
が
無
情
説
法
を
聞
く
と
は
、
自
ら
の
心
の
所
産
、
自
ら
の
悟
境
の
展
開
と
し
て
認
識
さ
れ
た
世
界
を
、
自
ら
に
確
認
す
る
営
み
で
あ
る
と
見
な
し
得
る
。
故
に
無
情
説
法
を
聞
く
者
の
境
地
は
、
「
衆
生
」
の
あ
ず
か
り
知
る
所
で
は
な
い
。
こ
の
後
も
南
方
禅
客
と
の
問
答
は
続
き
、
い
く
つ
か
の
無
情
仏
性
関
連
問
題
(
少
な
く
と
も
唐
五
代
の
禅
思
想
に
お
け
る
そ
れ
は
、
全
て
こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
)
に
つ
い
て
、
無
情
有
仏
性
の
立
場
か
ら
解
決
が
図
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
二
つ
の
事
柄
を
確
認
し
て
お
く
。
一
つ
は
、
村
上
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
問
題
の
う
ち
、
草
木
の
殺
傷
、
無
情
へ
の
授
記
、
一
人
成
仏
と
一
切
人
成
仏
、
の
三
つ
は
、
『
絶
観
論
』
に
も
見
え
て
い
る
こ
と
で
あ
お
。
も
っ
と
も
、
『
祖
堂
集
』
と
『
絶
観
論
』
で
は
説
き
方
に
相
違
も
あ
り
、
直
接
的
な
影
響
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
が
、
後
に
も
述
べ
る
「
無
情
」
へ
の
関
心
と
合
わ
せ
考
え
て
、
無
情
仏
性
問
題
に
関
し
て
、
『
絶
観
論
』
の
持
つ
重
要
性
は
大
き
い
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
二
つ
目
は
、
後
に
一
章
を
設
け
て
検
討
す
る
「
青
青
翠
竹
尽
是
真
如
、
欝
欝
黄
花
無
非
般
若
〔
つ
や
や
か
な
緑
の
竹
は
み
な
真
如
、
咲
き
乱
れ
る
黄
色
い
花
も
般
若
で
な
い
も
の
は
無
い
〕
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
匂
に
対
し
て
賛
否
両
論
が
存
す
る
こ
と
に
困
惑
す
る
禅
客
に
答
え
て
慧
忠
は
、
仏
身
が
法
界
に
充
満
す
る
と
い
う
『
華
厳
経
』
と
、
「
色
無
辺
故
、
般
若
無
辺
」
と
い
う
『
大
口
問
般
若
経
』
の
経
文
を
引
き
、
「
深
遠
の
一
言
」
と
し
て
肯
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
法
身
、
般
若
が
遍
在
す
る
と
い
う
経
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
慧
忠
の
無
情
仏
世
説
日
を
支
え
る
最
も
基
本
的
な
認
識
は
唯
心
説
で
あ
ろ
う
。
古
仏
心
と
は
爾
何
か
と
い
う
禅
客
の
最
初
の
質
問
に
直
接
答
え
る
の
が
唯
心
説
で
あ
説
り
、
真
如
の
遍
在
は
、
無
情
仏
性
を
認
め
た
時
に
生
ず
る
諸
問
題
を
融
会
通
し
て
ゆ
く
中
で
提
示
さ
れ
た
説
だ
か
ら
で
あ
る
。
性
要
す
る
に
南
方
禅
客
と
の
問
答
に
お
い
て
示
さ
れ
た
無
情
仏
性
と
仏
は
、
基
本
的
に
は
唯
心
説
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
無
情
説
法
制
を
聞
く
と
は
、
唯
心
観
に
よ
っ
て
無
情
仏
性
を
実
現
し
た
悟
れ
る
聖
同
人
が
、
自
己
の
悟
り
を
自
ら
に
験
す
る
営
み
で
あ
っ
た
。
同
(2)
南
陽
慧
中
旬
草
そ
の
二
l
想
で
は
、
南
陽
張
漬
と
の
問
答
を
見
ょ
う
。
体
南
陽
張
潰
問
、
某
甲
問
、
有
元
情
説
法
。
未
諦
其
事
、
乞
師
指
脚
示
。
師
日
、
無
情
説
法
、
汝
若
聞
時
、
方
聞
無
情
説
法
。
艇
他
欄
無
情
、
始
得
聞
我
説
法
。
汝
但
臨
取
無
情
説
法
去
。
張
漬
目
、
只
五
如
今
、
約
有
情
方
便
之
中
、
如
何
是
無
情
因
縁
。
師
目
、
但
如
唐
今
、
於
一
切
動
用
之
中
施
為
、
但
凡
聖
両
流
、
都
無
小
分
起
滅
、
便
是
出
識
、
不
属
有
情
。
織
然
見
覚
、
只
是
無
其
繋
執
。
所
以
、
六
根
対
色
、
分
別
非
識
〔
南
陽
の
張
演
が
問
う
た
、
「
わ
た
く
し
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は
〈
無
情
説
法
〉
と
い
う
も
の
が
有
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
未
だ
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
は
い
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
お
教
え
下
さ
い
」
。
先
生
は
言
う
、
「
心
を
持
た
ぬ
物
の
説
法
と
は
、
君
が
聞
く
時
に
始
め
て
、
心
を
持
た
ぬ
物
の
説
法
を
聞
く
の
だ
。
彼
ら
心
を
持
た
ぬ
物
(
と
同
じ
境
界
)
に
よ
っ
て
始
め
て
、
私
の
説
法
を
聞
く
と
と
が
で
き
る
の
だ
。
君
は
た
だ
、
心
を
持
た
ぬ
物
の
説
法
を
聞
く
と
と
だ
」
。
張
漬
は
一
雪
一
一
回
う
、
「
今
、
心
を
持
つ
者
の
手
だ
て
の
中
で
は
、
ど
の
よ
う
な
あ
り
方
が
、
心
を
持
た
ぬ
物
と
な
る
手
掛
か
り
で
し
ょ
う
か
」
。
先
生
は
言
う
、
「
も
し
今
、
あ
ら
ゆ
る
動
的
作
用
の
内
に
あ
っ
て
行
為
し
、
凡
塑
ど
ち
ら
の
境
地
に
も
、
ま
る
で
心
が
起
こ
ら
な
い
な
ら
、
こ
れ
こ
そ
認
識
作
用
を
超
越
し
て
お
り
、
心
を
持
つ
者
に
は
属
さ
な
い
の
だ
。
盛
ん
に
見
聞
き
し
知
覚
し
つ
つ
、
繋
縛
や
執
著
が
無
い
。
だ
か
ら
、
〈
六
根
が
対
象
に
関
わ
り
、
分
別
し
な
が
ら
も
認
識
作
用
で
は
な
い
〉
の
だ
」
〕
。
(
巻
第
三
・
第
九
張
)
乙
こ
で
も
、
無
情
説
法
と
は
、
自
ら
聞
く
者
の
み
が
知
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
が
こ
こ
で
は
、
無
情
物
と
同
じ
境
地
に
立
つ
こ
と
が
無
情
説
法
を
聞
く
条
件
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
心
を
有
す
る
者
が
無
情
の
立
場
に
立
つ
と
は
如
何
な
る
こ
と
か
。
慧
忠
は
、
動
的
作
用
の
中
に
少
し
の
心
も
起
こ
さ
な
け
れ
ば
そ
れ
は
有
情
で
は
な
く
、
そ
の
時
、
六
根
が
外
境
を
分
別
し
盛
ん
に
見
聞
覚
知
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
通
常
の
認
識
作
用
で
は
な
く
、
繋
縛
・
執
著
が
無
い
と
い
う
境
地
B
を
実
現
し
得
る
の
だ
と
言
一
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
無
情
の
説
法
2
を
聞
く
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
有
情
と
し
て
の
行
為
に
即
し
て
無
情
と
な
る
因
縁
を
示
せ
、
と
い
う
張
演
の
要
求
、
そ
れ
に
対
す
る
慧
忠
の
答
、
こ
の
問
答
の
背
後
に
は
、
心
や
感
覚
器
官
の
働
き
を
断
滅
せ
し
め
る
こ
と
を
よ
し
と
し
な
い
考
え
方
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
慧
忠
が
最
後
に
牛
頭
法
融
『
心
銘
』
の
句
(
『
伝
灯
録
』
巻
第
三
十
・
第
三
張
)
を
引
く
よ
う
に
、
六
根
の
働
き
を
滅
す
る
こ
と
な
し
に
外
境
に
お
け
る
執
著
か
ら
自
由
で
あ
る
、
ま
た
は
、
妄
情
が
無
い
け
れ
ど
も
見
聞
覚
知
の
作
用
は
失
わ
な
い
と
い
う
思
想
は
、
禅
思
想
史
に
お
け
る
一
つ
の
潮
流
を
な
す
よ
う
で
あ
る
。
『
無
心
論
』
(
ス
タ
イ
ン
五
六
一
九
)
に
、
「
我
雄
無
心
、
能
見
能
聞
能
覚
能
知
〔
私
は
無
心
で
あ
る
が
、
見
、
聞
き
、
感
じ
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
〕
」
「
只
是
見
聞
覚
知
、
却
是
無
心
〔
こ
の
見
聞
覚
知
と
そ
が
、
無
心
で
あ
る
〕
」
と
言
う
の
は
、
そ
の
顕
著
な
も
の
で
あ
る
日
。
ま
た
、
無
情
仏
性
説
に
直
接
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
『
六
祖
壇
経
』
に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
有
性
即
解
動
、
元
情
即
元
動
。
若
修
不
動
行
、
岡
元
情
不
動
。
若
見
真
不
動
、
動
上
有
不
動
。
不
動
是
不
動
、
元
情
元
仏
種
。
能
善
分
別
相
、
第
一
義
不
動
。
若
悟
作
此
見
、
則
是
真
如
用
〔
性
が
有
る
な
ら
動
け
る
が
、
無
情
で
あ
れ
ば
動
か
な
い
。
も
し
不
動
の
行
を
修
め
れ
ば
、
無
情
の
不
動
に
同
じ
こ
と
。
も
し
真
の
不
動
を
見
る
な
ら
ば
、
動
き
の
中
に
不
動
が
あ
る
。
不
動
は
た
だ
の
不
動
で
あ
っ
て
、
無
情
に
は
仏
性
が
無
い
。
〈
現
象
を
分
別
し
な
が
ら
、
真
実
に
お
い
て
動
か
な
い
〉
、
も
し
悟
っ
て
こ
う
見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
こ
れ
は
真
如
の
作
用
で
あ
る
〕(
P
九
九
)
こ
乙
で
は
、
「
無
情
」
の
語
が
「
不
動
の
行
」
を
批
判
す
る
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
不
動
」
が
偽
の
修
行
で
あ
る
と
と
を
効
果
的
に
示
す
た
め
、
無
情
に
は
仏
種
、
即
ち
仏
性
が
無
い
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
。
対
し
て
、
『
壇
経
』
が
真
実
な
る
あ
り
方
と
考
え
る
の
は
、
現
象
界
に
対
し
て
分
別
し
つ
つ
、
し
か
も
真
理
の
世
界
か
ら
逸
脱
し
な
い
と
い
う
、
動
の
中
に
不
動
が
あ
る
境
地
で
あ
る
。
無
情
無
仏
性
を
唱
え
、
「
無
情
に
同
ず
る
」
乙
と
を
誤
っ
た
修
行
の
比
轍
と
す
る
『
壇
経
』
の
言
説
は
、
無
情
が
法
を
説
き
、
そ
れ
を
聞
く
に
は
自
ら
が
無
情
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
示
す
慧
忠
の
言
説
と
、
表
面
上
は
完
全
に
対
立
し
て
い
る
。
が
、
慧
忠
と
張
演
が
目
指
し
た
「
無
情
」
と
は
、
見
聞
覚
知
の
働
き
を
保
持
し
外
境
に
関
わ
り
な
が
ら
、
し
か
も
一
切
の
執
ら
わ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
と
と
で
あ
っ
た
。
「
無
情
」
に
つ
い
て
相
反
す
る
評
価
を
見
せ
な
が
ら
、
実
は
両
者
は
同
じ
境
地
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
た
『
檀
経
』
と
慧
忠
章
の
言
説
は
、
唐
五
代
の
同
じ
思
潮
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
に
形
成
さ
れ
た
、
と
も
考
え
得
る
。
が
、
後
に
検
討
す
る
大
珠
慧
海
の
例
な
ど
も
勘
案
す
れ
ば
、
慧
忠
と
張
演
と
の
問
答
は
、
『
壇
経
』
に
見
ら
れ
る
如
き
「
無
情
」
批
判
、
ま
た
無
情
仏
性
批
判
に
答
え
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
形
の
誤
解
・
曲
解
を
正
す
た
め
に
生
ま
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
一
話
さ
れ
た
無
情
説
法
説
は
、
唐
五
代
禅
思
想
の
一
つ
の
思
潮
を
よ
く
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
げ
し
て
等
閑
視
す
べ
き
も
の
で
な
い
乙
と
は
確
か
で
あ
る
。
同
(3)
雲
巌
曇
康
章
踊
周
『
祖
堂
集
』
雲
巌
曇
歳
章
に
も
、
無
情
説
法
に
つ
い
て
の
問
答
が
見
説
え
る
。
治
山
霊
祐
に
無
情
説
法
の
何
た
る
か
を
問
う
た
洞
山
良
品
川
が
、
制
「
父
母
縁
生
口
、
終
不
敢
道
〔
父
母
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
口
で
は
、
け
性
し
て
言
う
ま
い
〕
」
、
即
ち
当
た
り
前
の
言
葉
で
は
う
か
つ
に
説
明
で
郁
き
な
い
、
と
の
答
に
満
足
で
き
ず
、
潟
山
の
紹
介
で
雲
巌
を
訪
ね
た
鮒
際
の
問
答
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
洞
山
は
「
無
情
説
法
、
什
摩
人
得
月
間
〔
無
情
の
説
法
は
、
ど
ん
な
人
が
聞
く
の
で
す
か
〕
」
と
問
う
て
お
印
り
、
無
情
説
法
を
「
聞
く
」
こ
と
を
問
題
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
雲
想
巌
は
張
漬
と
の
問
答
に
お
げ
る
慧
忠
同
様
、
「
無
情
説
法
、
無
情
得
聞
御
〔
無
情
説
法
は
、
無
情
が
聞
く
こ
と
が
で
き
る
ご
と
す
る
。
ま
た
雲
伽
巌
は
、
和
尚
は
聞
く
の
か
ど
う
か
と
い
う
聞
に
対
し
て
、
「
我
若
問
、
沫
汝
則
不
得
見
我
〔
私
が
も
し
聞
け
ば
、
君
は
私
を
見
る
こ
と
が
で
き
f
 
五
な
く
な
る
こ
と
答
え
て
お
り
、
こ
れ
は
慧
忠
と
南
方
禅
客
と
の
問
答
唐
に
等
し
い
。
無
情
説
法
を
知
る
に
は
、
自
ら
体
験
す
る
よ
り
外
に
な
9
ぃ
、
と
い
う
立
場
が
こ
こ
で
も
寅
か
れ
て
い
る
。
洞
山
の
理
解
し
た
2
「
無
情
」
と
は
如
何
な
る
心
の
用
い
方
か
、
彼
は
如
何
な
る
境
地
に
お
い
て
無
情
説
法
を
聞
い
た
の
か
、
そ
れ
は
雲
巌
と
の
対
話
に
よ
っ
て
疑
い
を
晴
ら
し
た
彼
の
偽
が
教
え
て
く
れ
る
。
可
笑
奇
、
可
笑
奇
。
無
情
解
説
不
思
議
。
若
将
耳
聴
声
不
現
、
眼
処
聞
声
方
得
知
〔
す
ば
ら
し
ゃ
、
す
ば
ら
し
ゃ
。
無
情
が
法
を
説
く
と
は
不
甲
議
な
も
の
。
も
し
耳
で
聴
け
ば
そ
の
声
は
現
れ
ず
、
限
に
声
を
聞
き
初
め
て
わ
か
る
〕
。
(
巻
第
五
・
第
六
張
)
無
情
説
法
は
、
耳
で
聞
く
も
の
で
は
な
く
、
目
で
聞
く
も
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
目
が
色
を
見
、
耳
が
音
を
聞
く
、
と
い
っ
た
感
覚
器
官
の
働
き
へ
の
分
別
、
執
著
か
ら
解
放
さ
れ
た
境
地
が
、
「
限
処
に
声
を
聞
」
く
と
表
現
さ
れ
、
そ
れ
が
無
情
説
法
を
聞
く
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
よ
う
。
ま
た
、
『
祖
堂
集
』
洞
山
良
品
川
章
夫
阜
の
静
修
律
師
讃
に
「
眼
処
同
声
、
境
縁
若
夢
〔
限
に
声
を
聞
い
て
、
外
境
の
束
縛
も
夢
の
よ
う
〕
」
(
巻
第
六
・
第
十
八
張
)
の
ニ
句
が
あ
る
が
、
と
れ
は
今
見
た
洞
山
の
備
を
踏
ま
え
る
も
の
だ
ろ
う
。
文
俊
は
、
限
に
声
を
聞
く
境
地
で
は
外
境
が
夢
の
よ
う
に
実
体
の
な
い
も
の
と
観
ぜ
ら
れ
る
、
と
理
解
し
た
ら
し
い
。
と
の
雲
巌
と
洞
山
の
無
情
説
法
問
答
と
同
趣
旨
の
対
話
が
、
『
絶
観
論
』
に
見
え
る
。
ま
ず
縁
門
は
、
聖
人
と
凡
夫
に
は
等
し
く
身
体
が
あ
り
、
見
聞
覚
知
す
る
が
、
両
者
に
ど
ん
な
違
い
が
あ
る
の
か
と
問
う
。
入
理
は
答
え
る
。
30 
凡
夫
眼
見
耳
問
、
身
覚
意
知
。
聖
人
即
不
爾
。
見
非
眼
見
、
乃
至
知
非
意
知
。
何
以
故
、
過
根
量
故
也
〔
凡
夫
は
限
で
見
、
耳
で
聞
き
、
身
で
感
じ
、
意
で
知
る
。
聖
人
は
そ
う
で
は
な
い
。
見
る
の
は
眼
で
見
る
の
で
は
な
く
、
同
様
に
し
て
、
知
る
の
は
意
で
知
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
感
覚
器
官
の
制
限
を
超
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
〕
。
(
P
八
九
)
聖
人
の
見
聞
覚
知
は
、
限
で
形
を
見
、
耳
で
音
を
聞
く
と
い
っ
た
感
覚
器
官
と
外
境
の
対
応
関
係
を
超
越
し
た
働
き
で
あ
る
。
次
に
縁
門
は
、
そ
れ
な
ら
、
経
典
に
聖
人
に
は
見
聞
覚
知
が
無
い
と
説
く
の
は
な
ぜ
か
と
問
う
。
入
理
は
答
え
る
。
聖
人
無
凡
夫
見
聞
覚
知
、
非
無
聖
境
界
。
非
有
無
所
掻
、
離
分
別
故
也
〔
聖
人
に
凡
夫
の
見
聞
覚
知
は
無
い
が
、
聖
人
の
外
境
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
有
無
の
範
鴫
で
は
な
く
、
分
別
を
離
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
〕
。
(
p
八
九
)
更
に
、
凡
夫
の
境
界
を
め
ぐ
る
問
答
が
続
く
。
問
目
、
凡
夫
実
有
凡
境
界
耶
。
答
目
、
実
無
妄
有
、
本
来
寂
滅
。
但
虚
妄
計
都
、
即
生
顛
倒
也
〔
問
う
て
言
う
、
「
凡
夫
に
は
実
際
に
凡
夫
の
境
界
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
」
。
答
え
て
言
う
、
「
実
際
に
は
無
く
、
妄
念
に
よ
っ
て
有
る
の
で
あ
っ
て
、
本
来
寂
滅
し
て
い
る
。
だ
が
で
た
ら
め
に
考
え
妄
り
に
執
著
す
れ
ば
、
誤
っ
た
見
解
を
起
乙
す
の
で
あ
る
〕
。
(
p
八
九
)
そ
れ
に
し
て
も
〉
六
根
を
超
越
し
た
見
聞
覚
知
と
は
、
ど
の
よ
う
な
境
地
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
も
の
か
。
詳
し
い
解
説
を
請
う
縁
門
に
、
入
理
は
喰
え
を
用
い
て
答
え
る
。
如
彼
玄
光
鑑
物
、
如
照
所
照
、
非
有
能
照
之
眼
。
又
如
陰
陽
候
物
、
似
知
所
知
、
非
有
能
知
之
意
也
〔
か
の
内
な
る
智
慧
が
物
を
見
る
よ
う
な
も
の
だ
。
照
ち
さ
れ
る
対
象
を
照
ら
す
よ
う
で
い
て
、
照
ら
す
主
体
と
し
て
の
眼
が
有
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
陰
陽
が
物
に
働
く
よ
う
な
も
の
だ
。
知
ら
れ
る
対
象
を
知
る
よ
う
で
い
て
、
知
る
主
体
と
し
て
の
意
が
有
る
わ
け
で
は
な
い〕
(
p
八
九
)
「
玄
光
」
は
、
『
准
南
子
』
倣
真
訓
に
出
る
言
葉
。
今
は
、
そ
の
高
誘
注
に
「
玄
光
と
は
、
内
明
な
り
」
と
言
ぃ
、
『
絶
観
論
』
に
も
「
玄
光
滞
智
〔
ぽ
ん
や
り
し
た
光
の
如
き
浄
ら
か
な
智
慧
〕
(
P
九
九
)
の
語
が
あ
る
の
を
参
考
に
す
る
。
こ
こ
で
は
、
対
象
に
援
し
つ
つ
も
行
為
の
主
体
と
し
て
の
意
識
が
な
い
無
我
、
無
心
の
行
い
を
、
限
で
見
、
な
い
し
意
で
知
る
の
で
は
な
い
、
と
言
う
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
『
絶
観
論
』
は
、
行
為
の
主
体
と
い
う
思
い
や
執
ら
わ
れ
な
ど
の
無
い
状
態
で
の
見
聞
覚
知
は
、
六
根
の
限
定
的
働
き
を
超
え
て
お
り
、
か
か
る
境
地
を
実
現
し
得
た
聖
人
は
、
同
時
に
見
聞
覚
知
の
対
象
た
る
外
境
に
つ
い
て
も
、
本
来
寂
滅
し
て
有
無
の
分
別
を
離
れ
た
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
る
と
す
る
。
洞
山
の
体
解
す
る
無
情
説
法
も
、
無
情
が
無
情
の
説
法
を
聞
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
具
体
的
に
は
、
六
根
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
て
外
境
に
対
応
す
る
と
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
『
絶
観
論
』
で
は
「
限
見
に
非
ず
、
意
知
に
非
ず
」
と
言
わ
れ
て
い
た
の
が
、
『
祖
堂
集
』
で
は
よ
り
進
ん
で
「
眼
処
に
声
を
関
」
く
、
と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
文
僚
の
解
釈
で
は
、
無
情
説
法
を
聞
く
者
は
外
境
を
夢
幻
の
如
く
に
見
て
い
る
。
乙
の
点
も
『
絶
観
論
』
に
共
通
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
和
要
す
る
に
、
「
無
情
が
聞
く
」
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
し
つ
つ
、
外
情
境
に
対
す
る
感
覚
器
官
の
働
き
方
に
つ
い
て
一
定
の
見
解
を
提
示
す
説
る
、
こ
れ
が
雲
巌
と
洞
山
の
無
情
説
法
説
な
の
で
あ
っ
た
。
乙
こ
で
献
の
出
発
点
は
慧
忠
と
張
演
の
問
答
に
等
し
い
し
、
見
聞
覚
知
の
あ
り
性
方
を
探
る
の
も
両
者
に
共
通
す
る
。
た
だ
、
慧
忠
と
張
潰
の
場
合
、
無
仏
情
と
一
一
=
一
同
つ
で
も
見
聞
覚
知
が
有
る
と
す
る
点
に
重
点
が
あ
り
、
洞
山
鮒
の
場
合
、
見
聞
覚
知
と
は
言
っ
て
も
六
根
・
六
境
の
束
縛
を
離
れ
て
均
い
る
と
す
る
点
に
重
点
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
発
想
請
は
、
『
絶
観
論
』
に
既
に
見
え
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
内
容
自
体
は
想
決
し
て
「
無
情
説
法
」
説
独
自
の
も
の
で
は
な
い
の
も
、
慧
忠
と
張
糊
演
の
問
答
に
同
じ
で
あ
る
。
の初宋日
ニ
「
青
青
翠
竹
尽
量
知
、
欝
襲
花
無
非
警
」
唐
先
に
、
『
祖
堂
集
』
慧
忠
章
に
お
い
て
、
「
青
青
翠
竹
尽
是
真
如
、
欝
欝
黄
花
無
非
般
若
」
の
成
句
が
無
情
仏
性
関
連
問
題
と
し
て
言
及
さ
3
れ
て
い
る
の
を
見
た
。
ま
た
石
井
本
『
神
会
語
録
』
に
は
、
「
仏
性
遍
一
切
処
否
〔
仏
性
は
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
遍
満
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
〕
」
と
い
う
牛
頭
山
哀
禅
師
の
問
に
、
仏
性
は
一
切
の
有
情
に
は
有
る
が
無
情
に
は
無
い
、
と
答
え
る
一
段
が
あ
る
。
こ
と
で
裳
禅
師
は
、
「
青
青
翠
竹
尽
是
法
身
、
欝
欝
黄
花
無
非
般
若
」
と
い
う
「
先
輩
大
徳
」
の
語
を
引
い
て
反
論
し
て
い
る
。
が
神
会
は
、
竹
や
花
へ
の
菩
提
記
を
記
す
経
典
が
無
い
こ
と
、
『
浬
繋
経
』
迦
葉
菩
薩
品
に
、
無
情
の
物
に
は
仏
性
が
無
い
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
こ
の
匂
を
も
否
定
し
去
っ
て
い
話
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
「
青
青
翠
竹
尽
是
法
身
、
穆
穆
黄
花
無
非
般
若
」
と
は
、
無
情
に
仏
性
が
有
る
乙
と
を
表
し
た
句
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
5
九
八
五
号
紙
背
の
『
大
乗
要
語
』
に
も
ほ
ぽ
同
様
の
句
喰
元
例
喰
有
情
【
初
】
「
青
青
翠
柳
遍
真
如
、
欝
欝
黄
花
元
非
般
若
」
が
記
さ
れ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
前
半
の
句
が
普
通
よ
り
一
字
少
な
く
、
対
句
的
な
形
を
整
え
て
は
い
な
い
。
あ
る
い
は
筆
録
者
の
脱
字
で
あ
ろ
う
か
。
「
元
情
に
喰
ふ
」
「
有
情
に
輪
組
」
と
は
『
大
乗
要
語
』
の
作
者
な
い
し
筆
写
者
の
解
釈
だ
ろ
う
が
、
意
味
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
が
と
に
か
く
、
乙
の
成
句
が
「
大
乗
の
要
語
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
禅
門
に
お
い
て
無
情
仏
性
を
論
ず
る
手
掛
か
り
と
さ
れ
た
ら
し
き
こ
の
成
句
に
つ
い
て
、
『
祖
堂
集
」
「
伝
灯
艇
』
に
見
え
る
諸
説
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
32 
(
ご
大
珠
慧
海
大
珠
慧
海
は
、
無
情
仏
性
を
否
定
す
る
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
だ
が
彼
の
説
は
、
無
情
仏
性
・
説
法
論
議
の
論
点
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
先
に
見
た
張
演
や
洞
山
良
品
川
の
問
答
に
お
け
る
無
情
説
法
説
と
も
、
恐
ら
く
は
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
『
伝
灯
録
」
巻
第
二
十
八
・
越
州
大
珠
慧
海
禅
師
語
で
は
、
「
禅
師
何
故
、
不
許
〈
青
青
翠
竹
尽
是
法
身
、
欝
欝
黄
華
無
非
般
若
〉
〔
禅
師
は
な
ぜ
、
〈
青
青
翠
竹
尽
是
法
身
、
欝
響
黄
華
無
非
般
若
〉
と
い
う
句
を
許
さ
な
い
の
で
す
か
〕
」
と
い
う
問
に
、
慧
海
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。法
身
無
象
、
応
翠
竹
以
成
形
。
般
若
無
知
、
対
黄
華
而
顕
相
。
非
彼
黄
華
翠
竹
、
而
有
般
若
法
身
。
故
経
云
、
〈
仏
真
法
身
、
猶
若
虚
空
。
応
物
現
形
、
如
水
中
月
〉
。
賞
華
若
是
般
若
、
般
若
則
同
無
情
。
翠
竹
若
是
法
身
、
翠
竹
還
能
応
用
〔
法
身
に
は
か
た
ち
が
無
い
が
、
緑
の
竹
に
応
じ
て
形
を
成
す
。
、
般
若
は
知
る
と
い
う
こ
と
が
無
い
が
、
黄
色
い
花
に
つ
い
て
姿
を
現
す
。
か
の
黄
色
い
花
や
緑
の
竹
そ
の
も
の
に
般
若
や
法
身
が
有
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
、
経
典
に
も
〈
仏
の
真
の
法
身
は
、
あ
た
か
も
虚
空
の
よ
う
な
も
の
。
物
に
応
じ
て
形
を
現
す
こ
と
、
水
面
に
映
る
月
の
よ
う
て
と
言
う
の
だ
。
黄
色
い
花
が
も
し
般
若
な
ら
、
般
若
は
無
情
に
同
じ
く
な
っ
て
し
ま
う
。
緑
の
竹
が
も
し
法
身
だ
と
言
う
な
ら
、
緑
の
竹
で
も
対
象
に
応
援
で
き
る
こ
と
に
な
る
〕
。
(
巻
第
二
十
八
・
第
十
張
)
慧
海
の
見
る
と
こ
ろ
、
翠
竹
や
黄
華
と
は
、
法
身
や
般
若
が
そ
れ
ら
を
媒
介
に
顕
現
す
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
法
身
・
般
若
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
般
若
と
は
け
し
て
心
無
き
植
物
と
一
緒
に
は
で
き
な
い
、
れ
っ
き
と
し
た
精
神
活
動
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
法
身
と
は
応
機
接
物
の
働
き
を
具
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
ま
で
は
、
『
祖
堂
集
』
巻
第
十
四
・
大
珠
慧
海
章
と
共
通
す
る
。
が
、
『
伝
灯
録
』
の
場
合
、
慧
海
は
、
若
見
性
人
、
道
是
亦
'
得
、
道
不
是
亦
得
。
随
用
而
説
、
不
滞
是
非
。
若
不
見
性
人
、
説
翠
竹
著
翠
竹
、
説
黄
華
著
黄
華
、
説
法
身
滞
法
身
、
説
般
若
不
識
般
若
。
所
以
皆
成
争
論
〔
も
し
見
性
し
た
人
な
ら
、
正
し
い
と
言
っ
て
も
よ
い
し
、
誤
り
と
言
っ
て
も
よ
い
。
用
う
る
所
に
応
じ
て
説
き
、
是
非
に
滞
ら
な
い
の
だ
。
見
性
し
て
い
な
い
人
と
な
る
と
、
緑
の
竹
を
説
い
て
は
緑
の
竹
に
執
著
し
、
黄
色
い
花
を
説
い
て
は
黄
色
い
花
に
執
著
し
、
法
身
を
説
い
て
法
身
に
執
ら
わ
れ
、
般
若
を
説
い
て
般
若
を
知
ら
な
い
。
そ
れ
で
皆
、
論
争
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
〕
。
(
巻
第
二
十
八
・
第
十
張
)
と
付
け
加
え
る
。
見
性
し
た
人
物
、
即
ち
法
身
・
般
若
の
何
た
る
か
を
理
解
し
た
人
物
で
あ
れ
ば
、
か
の
成
句
を
肯
定
し
て
も
否
定
し
て
も
よ
い
の
だ
が
、
法
身
・
般
若
と
翠
竹
黄
華
の
関
係
に
つ
い
て
、
よ
く
わ
き
ま
え
な
い
者
た
ち
が
論
争
を
起
こ
す
の
だ
と
、
『
伝
灯
録
』
の
慧
海
は
雪
一
一
回
う
。
こ
れ
は
、
表
面
上
の
結
論
よ
り
、
そ
の
発
一
言
が
相
手
の
機
に
応
じ
た
も
の
か
ど
う
か
、
ま
た
そ
の
発
言
を
裏
打
ち
し
得
る
体
認
が
な
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
重
視
す
る
立
場
と
言
え
る
。
ま
た
、
『
伝
灯
録
』
大
珠
慧
海
草
に
も
、
「
青
青
翠
竹
:
」
を
批
判
す
る
語
が
収
録
さ
れ
る
(
巻
第
六
・
第
六
張
)
。
「
租
光
大
徳
」
と
船
の
対
話
の
中
で
、
慧
海
が
示
し
た
境
界
に
対
し
組
光
が
、
見
性
し
て
嫌
い
な
い
人
も
、
そ
の
よ
う
な
境
地
を
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
と
問
う
た
説
の
に
対
す
る
答
が
そ
れ
で
あ
る
。
慧
海
は
、
「
自
不
見
性
、
是
不
無
性
献
〔
自
ら
性
を
見
な
い
の
は
、
性
が
無
い
と
い
う
と
と
で
は
な
い
こ
と
佐
答
え
、
そ
の
理
由
を
「
見
即
是
性
、
無
性
不
能
見
。
識
即
是
性
、
故
山
抽
名
識
性
。
了
即
是
性
、
喚
作
了
性
。
能
生
万
法
、
喚
作
法
性
、
亦
名
鮒
法
身
〔
見
る
も
の
は
性
で
あ
り
、
性
が
無
け
れ
ば
見
る
こ
と
が
で
き
阿
な
い
。
識
る
も
の
は
性
で
あ
り
、
そ
と
で
〈
識
の
性
〉
と
名
づ
け
る
。
同
了
ず
る
も
の
は
性
で
あ
り
、
(
そ
こ
で
)
〈
了
ず
る
性
〉
と
呼
ぶ
。
ぁ
想
ら
ゆ
る
現
象
を
生
ず
る
も
の
を
、
〈
法
の
性
〉
と
呼
ぴ
、
ま
た
〈
法
の
酷
か
ら
だ
V
と
名
づ
け
る
〕
」
、
と
述
べ
る
。
伽
性
を
見
ょ
う
と
し
て
も
自
分
に
は
見
え
な
い
と
か
乙
つ
組
光
に
対
嚇
し
て
、
「
見
」
、
「
識
」
、
「
了
」
、
「
能
生
万
法
」
の
働
き
そ
の
も
の
が
性
五
な
の
で
あ
っ
て
、
見
る
働
き
が
あ
る
以
上
、
そ
れ
が
性
な
の
だ
と
諭
庸
す
の
が
そ
の
趣
意
で
あ
ろ
う
。
乙
こ
で
は
、
性
が
「
見
」
、
「
識
」
、
「
了
」
、
3
「
能
生
万
法
」
と
い
う
活
動
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
「
万
法
3
を
生
ず
」
る
働
き
が
法
身
と
さ
れ
て
い
る
と
と
に
注
意
す
る
。
つ
い
で
慧
海
は
、
性
が
「
能
く
万
法
を
生
ず
」
る
こ
と
を
『
大
乗
起
信
論
』
の
「
所
言
法
者
、
謂
衆
生
心
」
を
引
い
て
証
し
、
さ
ら
に
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
心
が
生
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
、
心
が
生
じ
な
け
れ
ば
現
象
界
は
生
じ
な
い
と
し
た
上
で
、
「
迷
人
不
知
、
〈
法
身
無
象
、
応
物
現
形
〉
、
遂
喚
〈
青
青
翠
竹
総
是
法
身
、
穆
欝
無
非
黄
華
般
若
〉
〔
迷
え
る
人
は
〈
法
身
に
は
か
た
ち
が
無
い
が
、
物
に
応
じ
て
形
体
を
現
す
〉
の
を
知
ら
ず
、
そ
の
た
め
〈
青
青
翠
竹
総
是
法
身
、
穆
欝
無
非
黄
華
般
若
〉
と
宮
一
口
う
〕
」
と
、
「
青
々
翠
竹
:
:
:
」
を
批
判
す
る
。
こ
こ
で
は
、
法
身
(
こ
こ
で
は
、
性
、
心
、
法
身
が
同
置
さ
れ
て
い
よ
う
)
が
生
じ
た
も
の
と
、
法
身
そ
の
も
の
と
を
区
別
す
る
立
場
か
ら
と
の
成
句
を
認
め
な
い
の
で
あ
る
。
「
能
く
万
法
を
生
ず
る
」
活
動
性
を
重
視
す
れ
ば
、
生
ず
る
主
体
と
生
じ
た
も
の
と
の
区
別
を
明
確
化
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
乙
と
か
。
慧
海
は
続
け
て
「
黄
華
若
是
般
若
、
般
若
即
同
無
情
」
と
畳
一
一
回
う
が
、
ζ
れ
も
ま
た
、
般
若
の
作
用
、
活
動
性
へ
の
志
向
か
ら
す
る
批
判
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
彼
は
、
か
の
成
句
が
「
対
面
迷
仏
、
長
劫
希
求
。
全
体
法
中
、
迷
而
外
覚
〔
仏
を
目
の
前
に
し
て
見
失
い
、
果
て
も
な
く
求
め
続
け
る
。
全
て
が
真
理
で
あ
る
中
で
、
見
失
っ
て
外
に
求
め
る
〕
」
も
の
だ
と
批
判
す
る
。
こ
乙
で
は
、
自
己
の
外
物
た
る
(
と
慧
海
は
見
る
)
無
情
を
法
身
・
般
若
と
認
め
る
説
が
、
禅
思
想
に
お
い
て
常
に
批
判
さ
れ
る
「
外
に
求
め
る
」
見
慨
と
さ
れ
る
。
無
情
仏
性
説
の
禅
思
想
に
お
け
る
重
要
性
、
そ
の
波
紋
の
広
が
り
が
見
て
取
れ
よ
旬
。
4
ま
た
、
巻
第
二
十
八
・
大
珠
慧
海
禅
師
語
で
も
、
「
無
情
是
仏
」
を
3
信
ず
る
か
否
か
と
い
う
問
に
、
「
信
ぜ
ず
」
と
答
え
、
も
し
無
情
が
仏
な
ら
、
生
き
て
い
る
人
間
よ
り
、
死
人
や
死
ん
だ
腫
馬
や
犬
の
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
続
け
て
い
る
。
さ
ら
に
慧
海
は
「
仏
身
即
法
身
也
。
従
戒
定
慧
生
、
従
三
明
六
適
生
、
従
一
切
善
法
生
〔
仏
身
と
は
法
身
で
あ
る
。
戒
律
・
禅
定
・
智
慧
か
ら
生
じ
、
三
明
六
通
か
ら
生
じ
、
あ
ら
ゆ
る
善
き
こ
と
ど
も
か
ら
生
ず
る
〕
」
と
い
う
『
維
摩
経
』
方
便
品
の
文
を
引
く
。
こ
こ
で
も
、
「
無
情
是
仏
」
の
語
は
仏
の
活
動
性
を
な
み
す
る
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
仏
と
は
、
死
人
の
如
く
に
精
神
活
動
を
失
っ
た
者
で
は
な
く
、
戒
定
慧
の
修
行
や
さ
ま
ざ
ま
な
神
通
力
、
そ
の
他
の
功
徳
を
具
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
、
三
つ
の
問
答
を
見
て
き
た
。
乙
こ
で
も
、
無
情
仏
性
・
説
法
説
の
論
点
は
「
無
情
」
を
ど
う
評
価
す
る
か
に
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
問
答
は
ど
れ
も
、
仏
、
法
身
の
活
動
性
、
対
象
に
応
接
す
る
働
き
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
無
情
を
仏
と
は
認
め
な
い
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
見
解
は
、
不
動
の
行
を
批
判
す
る
た
め
に
無
情
無
仏
性
を
示
し
た
『
壇
経
』
と
共
通
す
る
だ
ろ
う
。
も
し
無
情
が
仏
で
あ
る
と
言
え
ば
、
仏
と
い
う
理
想
の
人
格
が
持
つ
べ
き
(
従
っ
て
修
行
者
が
獲
得
す
べ
き
)
活
動
性
や
働
き
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
、
慧
海
の
発
言
の
裏
に
は
そ
ん
な
懸
念
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
(
二
)
李
激
『
祖
堂
集
』
帰
宗
智
常
章
に
も
、
「
青
青
翠
竹
・
・
・
」
に
関
す
る
発
言
が
見
ら
れ
る
。
「
祖
堂
集
』
は
、
「
如
何
是
触
目
菩
提
」
と
い
う
質
問
に
対
す
る
智
常
の
態
度
に
怒
っ
た
「
『
維
摩
経
』
井
ぴ
に
『
肇
論
』
を
講
ず
る
座
主
神
建
」
な
る
者
が
、
江
州
刺
史
李
溺
に
訴
え
た
際
の
判
決
文
を
録
す
る
。
そ
の
中
で
李
溺
は
、
僧
議
の
垣
間
と
し
て
「
青
青
翠
竹
尽
是
真
如
、
欝
穆
黄
花
無
非
般
若
」
を
引
き
、
「
且
師
鱒
菩
提
之
路
、
尚
未
分
明
。
欝
穆
賞
花
、
争
能
見
性
、
如
斯
之
見
、
何
用
講
経
〔
た
だ
、
師
は
韮
ロ
提
を
明
ら
か
に
す
る
道
に
お
い
て
、
な
お
未
だ
分
明
で
は
な
い
。
〈
咲
き
乱
れ
る
黄
色
い
花
が
、
ど
う
し
て
見
性
で
き
よ
う
〉
な
ど
と
い
う
見
識
で
、
ど
の
よ
う
に
経
を
講
ず
る
と
い
う
の
か
〕
」
(
巻
第
十
五
・
第
十
二
張
)
と
神
建
を
批
判
し
て
い
る
。
ζ
こ
で
李
溺
は
、
黄
花
も
見
性
す
る
と
考
え
て
お
り
(
黄
花
が
般
若
で
あ
る
、
こ
と
か
ら
来
る
発
想
だ
ろ
う
)
、
無
情
有
仏
性
ど
こ
ろ
か
、
無
情
成
仏
の
主
張
を
唱
え
て
い
る
。
だ
が
こ
こ
に
は
、
な
ぜ
無
情
仏
性
が
成
り
立
つ
の
か
と
い
う
説
明
は
な
い
。
が
、
こ
の
騒
動
が
も
と
も
と
「
触
目
菩
提
」
の
義
に
端
を
発
し
て
お
り
、
こ
の
成
句
を
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
、
「
菩
提
を
明
ら
か
に
す
る
道
に
お
い
て
、
な
お
未
だ
分
明
で
は
な
い
」
例
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
「
触
目
菩
提
」
の
具
体
例
と
し
て
引
か
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
(
三
)
洞
山
良
品
川
眼
に
触
れ
る
も
の
全
て
が
悟
り
で
あ
り
、
植
物
も
ま
た
見
性
す
る
と
い
う
李
潮
の
「
青
青
翠
竹
・
:
」
理
解
は
、
法
身
や
般
若
が
色
界
に
遍
満
し
て
い
る
と
い
う
慧
忠
の
解
釈
同
様
、
こ
の
成
句
の
字
面
か
ら
容
易
に
導
き
出
さ
れ
る
見
解
の
一
っ
と
言
え
よ
う
。
が
、
「
祖
堂
集
』
駒
洞
山
良
品
川
章
に
は
、
そ
う
し
た
見
解
に
疑
い
を
挟
む
問
答
が
見
え
る
。
怖
そ
の
中
身
を
見
る
に
、
必
ず
し
も
無
情
仏
性
や
草
木
成
仏
と
い
う
問
説
題
が
意
識
に
登
っ
て
い
る
わ
げ
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
同
じ
成
句
に
融
関
す
る
見
解
と
し
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
任
問
、
古
人
有
言
、
青
青
翠
竹
尽
是
真
如
、
欝
欝
黄
花
無
非
般
若
。
仏
此
意
如
何
。
師
日
、
不
遍
色
。
僧
日
、
為
什
摩
不
通
色
〔
問
う
、
和
「
古
人
の
言
葉
に
、
〈
青
青
翠
竹
尽
是
真
如
、
欝
鯵
黄
花
無
非
般
防
若
〉
と
あ
り
ま
す
。
如
何
な
る
意
味
で
し
ょ
う
か
」
o
先
生
は
言
問
う
、
「
(
ザ
ヤ
ル
は
)
現
象
界
に
遍
満
し
て
い
な
い
」
o
僧
は
言
う
、
組
「
な
ぜ
現
象
界
に
遍
満
し
て
い
な
い
の
で
す
」
〕
。
田
u禅
(
巻
第
六
・
第
十
五
張
)
伽
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
諸
例
と
は
異
な
り
、
「
青
青
翠
竹
掠
・
」
の
是
非
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
す
る
所
が
た
だ
ち
に
問
わ
れ
f
 
五
る
。
続
く
問
答
は
難
解
だ
が
、
禅
問
答
に
お
い
て
主
語
が
省
略
さ
れ
唐
た
り
、
「
那
小
」
「
這
小
」
な
ど
と
ぽ
か
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
は
5
敢
え
て
名
づ
け
れ
ば
「
真
如
」
「
法
身
」
「
仏
性
」
:
:
:
な
ど
と
呼
ば
3
れ
る
究
極
的
存
在
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
問
答
も
そ
の
一
例
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
僧
の
聞
に
洞
山
は
、
そ
れ
は
色
、
即
ち
現
象
の
世
界
に
遍
満
し
て
い
な
い
、
と
答
え
る
。
こ
の
答
は
、
表
面
上
は
か
の
成
句
と
は
正
反
対
の
言
説
に
見
え
る
。
意
外
の
答
に
僧
は
、
「
な
ぜ
現
象
界
に
遍
満
し
な
い
の
で
す
」
と
訊
き
返
す
。
そ
し
て
更
な
る
問
答
。
師
目
、
不
是
真
如
、
亦
無
般
若
。
僧
目
、
還
彰
也
無
。
師
目
、
不
露
世
。
僧
目
、
為
什
摩
不
露
世
。
師
回
、
非
世
〔
先
生
は
言
う
、
「
真
如
で
は
な
い
し
、
般
若
も
な
い
か
ら
だ
」
。
僧
は
一
吉
う
、
「
や
は
り
顕
現
す
る
の
で
し
ょ
う
か
」
。
先
生
は
言
う
、
「
世
界
に
顕
現
し
な
い
」
。
僧
は
言
う
、
「
な
ぜ
世
界
に
顕
現
し
な
い
の
で
す
」
。
先
生
は
言
う
、
「
世
界
で
は
な
い
か
ら
だ
」
〕
。
(
巻
第
六
・
第
十
五
張
)
洞
山
は
、
そ
れ
は
真
如
と
は
呼
べ
な
い
し
般
若
も
持
た
な
い
、
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
顕
現
す
る
対
象
、
顕
現
の
場
で
あ
る
べ
き
世
界
も
も
と
よ
り
虚
妄
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
が
顕
現
す
る
(お〕
こ
と
は
な
い
、
と
一
言
う
の
だ
ろ
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
問
答
は
あ
る
い
は
、
『
絶
観
論
』
の
草
木
成
仏
説
や
、
慧
忠
の
「
青
青
翠
竹
・
:
:
」
解
釈
の
如
き
真
如
遍
在
説
を
念
頭
に
お
い
て
、
そ
れ
に
批
判
と
反
省
を
加
え
る
も
の
と
考
え
得
る
。
も
っ
と
も
『
絶
観
論
」
で
も
、
「
道
非
心
念
」
と
言
い
、
凡
夫
の
縁
ず
る
境
に
つ
い
て
「
実
無
妄
有
、
本
来
寂
滅
」
と
言
う
。
と
す
れ
ば
、
『
絶
観
論
』
が
「
道
は
遍
か
ら
ざ
る
所
無
き
な
り
」
と
言
う
背
6
後
に
も
、
実
は
洞
山
同
様
の
認
識
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
注
3
意
を
要
す
る
だ
ろ
う
。
ま
と
め
に
代
え
て
禅
思
想
に
お
け
る
無
情
仏
性
・
説
法
説
は
、
修
道
者
た
ち
が
、
自
己
の
目
に
映
ず
る
世
界
を
如
何
な
る
も
の
と
見
る
か
、
ま
た
、
自
己
が
世
界
に
ど
う
関
わ
っ
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
か
を
探
る
命
題
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
『
傍
伽
師
資
記
』
及
び
南
陽
慧
忠
と
南
方
禅
客
の
問
答
で
は
、
坐
禅
に
お
い
て
、
一
切
を
自
己
の
悟
れ
る
身
心
と
観
ず
る
こ
と
に
よ
る
無
情
成
仏
説
、
ま
た
「
三
界
唯
心
」
を
根
拠
と
す
る
無
情
仏
性
説
と
、
そ
の
体
認
と
し
て
の
無
情
説
法
説
が
説
か
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
外
境
を
自
己
の
悟
れ
る
身
心
の
展
開
と
観
ず
る
も
の
で
、
吉
蔵
「
大
乗
玄
論
』
や
湛
然
の
無
情
仏
性
説
と
軌
を
一
に
す
る
だ
ろ
刊
。
ま
た
、
一
切
を
真
理
と
見
る
と
い
う
点
の
み
を
考
え
れ
ば
、
李
溺
の
「
青
青
翠
竹
・
・
」
理
解
も
、
『
梼
伽
師
資
記
』
や
慧
忠
と
南
方
禅
客
の
問
答
と
通
ず
る
も
の
だ
ろ
う
。
が
、
禅
思
想
に
は
「
無
情
」
と
い
う
部
分
に
注
目
し
て
無
情
仏
性
・
説
法
を
論
ず
る
も
の
も
あ
り
、
賛
否
両
論
、
盛
ん
に
議
論
さ
れ
た
の
は
む
し
ろ
己
の
型
で
あ
る
。
そ
の
早
い
例
は
、
『
絶
観
論
』
と
『
壇
経
』
で
あ
ろ
う
。
『
絶
観
論
』
に
記
さ
れ
た
草
木
成
仏
説
の
う
ち
、
「
道
」
の
遍
在
を
前
提
と
す
る
と
い
う
面
は
、
後
世
の
律
思
想
で
は
主
流
た
り
得
な
か
っ
た
が
(
洞
山
良
品
川
の
「
青
青
翠
竹
・
・
」
解
釈
を
想
起
さ
れ
た
い
て
「
無
情
」
へ
の
関
心
は
『
祖
堂
集
』
『
伝
灯
録
』
の
時
代
ま
で
一
貫
し
て
存
在
し
た
。
ま
た
『
壇
経
』
は
、
「
不
動
の
行
」
を
否
定
す
る
た
め
に
、
無
情
に
は
仏
種
が
無
い
と
し
た
A
『
絶
観
論
』
は
無
情
の
草
木
が
道
に
合
す
る
こ
と
を
説
く
が
、
積
極
的
に
見
聞
覚
知
の
働
き
を
論
じ
て
も
い
た
。
し
か
し
、
「
無
情
仏
性
」
や
「
無
情
説
法
」
と
聞
け
ば
、
即
座
に
、
身
心
の
働
き
を
断
滅
し
、
枯
木
死
灰
に
同
ず
る
こ
と
が
理
想
の
境
地
だ
と
誤
解
す
る
人
々
が
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
大
珠
慧
海
の
「
青
青
翠
竹
・
:
・
」
批
判
は
、
恐
ら
く
そ
う
し
た
人
々
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
逆
に
、
無
情
説
法
説
の
中
に
も
、
『
壇
経
』
や
慧
海
の
如
き
批
判
に
答
え
、
あ
る
い
は
無
情
説
法
の
語
は
用
い
な
が
ら
、
こ
と
で
想
定
し
た
よ
う
な
誤
解
を
正
す
よ
う
な
説
き
方
が
現
れ
た
。
そ
れ
が
慧
忠
と
南
陽
張
演
と
の
問
答
で
示
さ
れ
た
無
情
説
法
説
で
あ
る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
た
、
無
情
で
あ
り
つ
つ
感
ん
に
外
境
に
応
援
す
る
と
い
う
境
地
は
、
『
壇
経
』
に
同
じ
く
、
慧
海
の
考
え
る
仏
、
な
い
し
法
身
の
特
性
も
具
え
て
い
る
。
以
上
、
本
論
で
の
叙
述
を
振
り
返
り
つ
つ
整
理
し
て
み
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ら
の
議
論
を
見
る
際
、
『
伝
灯
録
』
に
見
え
る
、
見
性
し
た
人
は
無
情
仏
性
を
肯
定
し
て
も
否
定
し
て
も
よ
い
、
と
い
う
慧
海
の
言
葉
は
重
要
で
あ
る
。
無
情
仏
性
・
説
法
に
関
す
る
言
説
は
、
表
面
上
の
賛
否
よ
り
は
、
呈
示
さ
れ
た
悟
境
の
内
容
こ
そ
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
実
際
、
表
面
上
対
立
す
る
説
が
、
実
は
同
じ
所
を
目
指
す
例
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
の
言
葉
は
、
か
か
る
実
状
を
踏
ま
え
、
そ
れ
に
注
意
と
反
省
を
促
す
機
運
が
宋
初
に
は
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
無
情
」
に
注
目
す
る
型
の
無
情
仏
性
・
説
法
説
に
は
、
仏
性
説
以
外
の
視
点
か
ら
注
意
す
べ
き
問
題
が
い
く
つ
か
あ
る
。
最
日
後
に
そ
れ
ら
を
指
摘
し
、
詳
し
い
解
明
へ
の
布
石
と
し
た
い
。
情
ま
ず
、
そ
の
論
理
、
修
辞
に
つ
い
て
、
同
一
の
文
脈
の
中
で
同
じ
説
語
に
二
つ
の
語
義
を
持
た
せ
て
伸
ら
な
い
思
考
、
述
語
の
定
義
の
陵
鵬
昧
き
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
無
賃
説
法
は
無
情
が
聞
く
」
と
言
う
任
時
、
前
者
の
無
情
は
「
心
の
有
無
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
類
さ
れ
た
存
仏
在
物
の
う
ち
、
心
を
持
た
な
い
方
」
で
あ
り
、
後
者
の
無
情
は
、
「
妄
鮒
情
が
無
い
状
態
」
の
意
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
者
の
「
情
」
は
一
切
何
の
精
神
活
動
を
含
み
、
後
者
の
「
情
」
は
繋
縛
や
執
著
を
も
た
ら
す
同
情
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
意
識
的
に
か
無
意
識
的
に
か
、
「
無
情
」
の
咽
語
を
二
つ
の
語
義
に
混
用
し
て
い
る
の
だ
。
思
想
を
形
作
る
論
理
、
思
附
惟
形
態
を
考
え
る
上
で
、
注
意
を
要
す
る
現
象
だ
ろ
う
。
伽
次
に
、
本
論
で
は
『
壇
経
』
と
『
無
心
論
』
以
外
の
事
例
を
紹
介
沫
す
る
暇
が
な
か
っ
た
が
、
と
の
型
の
無
情
説
法
説
で
一
軍
さ
れ
た
、
妄
到
情
が
無
い
ま
ま
に
作
用
分
別
す
る
と
い
う
あ
り
方
は
、
唐
五
代
禅
思
唐
想
に
お
い
て
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
無
情
仏
性
説
の
発
展
形
と
い
う
視
座
と
は
異
な
っ
た
視
点
か
ら
の
位
置
づ
け
も
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
李
朝
の
『
復
性
書
』
に
も
、
本
よ
37 
り
思
い
が
無
い
の
な
ら
、
声
や
形
を
見
聞
き
し
な
い
の
か
、
と
の
問
を
設
げ
、
「
視
ざ
る
聞
か
ざ
る
は
、
固
定
れ
人
に
非
ざ
る
な
り
。
視
聴
昭
昭
と
し
て
、
而
も
見
聞
を
起
こ
さ
ざ
れ
ば
、
斯
ち
可
な
り
」
と
答
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
思
潮
は
仏
教
に
と
ど
ま
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
唐
A
幻
)
以
前
の
思
想
も
含
め
て
、
広
い
視
野
か
ら
の
考
察
が
必
要
だ
ろ
う
。
ま
た
南
方
禅
客
の
問
答
に
も
共
通
す
る
が
、
『
祖
堂
集
』
『
伝
灯
録
』
に
お
け
る
無
情
説
法
説
は
み
な
、
そ
れ
を
「
聞
く
」
と
い
う
こ
と
を
関
鍵
と
し
て
い
る
。
恐
ら
く
、
『
梼
伽
師
資
記
』
求
那
政
陀
羅
条
も
同
じ
だ
ろ
う
。
一
方
、
管
見
の
限
り
、
教
家
の
無
情
説
法
説
で
は
「
開
く
」
こ
と
は
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。
李
通
玄
の
『
新
華
厳
事
諭
』
(
大
正
蔵
三
十
六
・
p
七
五
五
上
)
や
、
湛
然
の
『
金
剛
鉾
』
(
大
正
蔵
四
十
六
・
p
七
八
六
上
)
に
は
、
山
河
樹
木
や
園
土
が
成
仏
し
、
説
法
す
る
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。
が
、
こ
れ
ら
は
無
情
成
仏
の
結
果
、
も
し
く
は
そ
の
強
烈
な
表
現
に
過
ぎ
な
い
。
神
門
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
が
問
答
の
当
事
者
自
身
の
用
心
の
問
題
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
る
、
と
い
〉
つ
こ
と
だ
ろ
う
か
。
主一(1)
鎌
田
茂
雄
「
非
情
仏
性
説
の
形
成
過
程
1
澄
観
の
学
説
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
)
は
、
「
万
物
一
体
観
」
と
氏
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
「
中
国
的
自
然
観
」
が
、
非
情
仏
性
説
の
形
成
に
影
響
し
て
い
る
と
し
、
禅
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の
非
情
仏
惟
読
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
前
提
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
が
、
唐
五
代
禅
思
想
に
お
け
る
無
情
仏
性
・
説
法
説
は
、
け
し
て
「
万
物
一
体
」
の
み
で
片
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
印
順
『
中
国
禅
宗
史
」
(
上
海
書
底
、
一
九
九
一
一
。
一
九
七
一
年
原
序
)
は
、
南
方
の
牛
頭
宗
は
道
の
遍
在
を
前
提
と
し
て
草
木
成
仏
説
を
唱
え
る
が
、
唯
心
的
な
北
方
の
東
山
法
門
l
曹
渓
下
の
禅
者
は
そ
れ
を
認
め
ず
(
p
一
一五
1
一
二
四
)
、
後
に
洞
山
良
品
川
が
無
情
説
法
を
是
認
す
る
の
は
南
宗
の
牛
頭
宗
へ
の
接
近
を
示
す
(
P
四
O
九
)
、
と
号
一
守
つ
。
し
か
し
、
実
は
東
山
法
門
に
も
無
情
仏
性
・
説
法
説
は
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
唯
心
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
法
系
や
地
域
に
よ
る
整
理
に
も
無
理
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
頼
永
海
「
中
国
仏
性
論
』
(
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
)
第
六
章
は
、
前
期
の
禅
宗
は
「
即
心
是
仏
」
を
主
と
し
て
有
情
に
の
み
仏
性
を
考
え
る
が
、
晩
唐
以
降
で
は
真
如
を
仏
性
と
し
て
無
情
有
性
を
唱
え
る
と
す
る
。
が
、
頼
氏
の
言
う
よ
う
な
、
万
有
の
一
々
が
仏
で
あ
る
(
p
ニ
O
九
な
ど
)
体
の
単
純
な
無
情
仏
性
説
な
ど
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
し
、
実
は
、
中
唐
ま
で
に
は
無
情
有
仏
性
、
無
仏
性
両
説
が
出
揃
っ
て
い
る
。
杜
継
文
・
貌
道
儒
『
中
国
禅
宗一
通
史
』
(
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
)
は
、
仏
は
心
に
在
る
こ
と
を
強
調
す
る
「
心
学
」
派
、
心
が
現
象
界
を
生
み
出
す
こ
と
を
強
調
す
る
「
理
学
」
派
、
心
性
に
実
体
の
無
き
こ
と
を
強
調
す
る
「
般
若
学
」
派
の
三
派
に
禅
宗
を
整
理
し
、
無
情
無
仏
性
は
「
心
学
」
派
、
無
情
有
仏
性
は
「
理
学
」
派
の
説
と
す
る
(
導
言
)
。
し
か
し
、
本
書
自
身
も
認
め
る
よ
う
に
(
本
稿
注
M
)
、
大
珠
慧
海
は
、
心
が
諸
法
を
生
む
こ
と
を
根
拠
に
無
情
仏
性
を
否
定
す
る
。
社
氏
に
限
ら
ず
、
本
体
論
に
引
き
つ
け
過
ぎ
た
無
情
仏
性
理
解
は
、
実
態
を
離
れ
た
議
論
に
陥
り
や
す
い
。
禅
思
想
の
無
情
仏
性
・
説
法
説
は
、
本
体
論
で
あ
る
よ
り
は
む
し
ろ
実
践
・
修
道
論
の
問
題
で
あ
り
、
拙
稿
は
常
に
そ
こ
に
留
意
し
た
。
ま
た
、
村
上
俊
『
唐
代
禅
思
想
研
究
』
(
花
園
大
学
園
際
禅
学
研
究
所
「
研
究
報
告
」
第
四
冊
、
一
九
九
六
・
十
こ
は
随
所
で
と
の
問
題
に
言
及
し
、
特
に
慧
忠
と
南
方
禅
客
と
の
問
答
に
つ
い
て
詳
説
す
ザ令。
(2)
『
拐
伽
師
資
記
」
は
、
容
宗
を
「
太
上
皇
」
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
、
先
天
元
(
七
二
己
年
か
ら
開
元
四
(
七
一
六
)
年
の
聞
に
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
(
伊
藤
品
「
『
観
心
論
』
神
秀
著
作
説
の
再
検
討
」
『
集
刊
東
洋
学
』
第
八
十
号
、
一
九
九
八
・
十
一
。
注
二
十
一
、
参
照
)
。
底
本
に
は
、
大
正
蔵
第
八
十
五
冊
所
収
本
を
用
い
、
柳
田
聖
山
「
禅
の
語
録
2
初
期
の
禅
史
I
|
拐
伽
師
資
記
・
伝
法
宝
紀
l
』
(
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
二
ニ
)
を
も
参
考
に
し
た
。
引
用
に
は
大
正
蔵
の
ペ
ー
ジ
数
を
付
す
。
(3)
村
上
氏
も
こ
れ
に
つ
い
て
、
無
情
説
法
が
「
実
践
的
な
行
法
の
中
で
体
得
さ
れ
る
べ
き
一
つ
の
認
識
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
、
と
言
わ
れ
る
(
「
唐
代
禅
思
想
研
究
』
p
三
三
)
。
(4)
浬
蝶
経
云
、
〈
一
切
衆
生
有
仏
性
〉
。
容
可
説
、
騎
壁
瓦
石
、
而
非
仏
性
、
云
何
能
説
法
。
又
天
親
論
云
、
〈
応
化
非
真
仏
、
亦
非
説
法
者
〉
(
P
一
二
八
九
中
)
。
(5)
『
絶
観
論
』
の
成
書
に
つ
い
て
は
牛
頭
法
融
撰
述
説
(
関
口
真
大
「
達
摩
大
師
の
研
究
」
彰
国
社
、
一
九
五
七
・
十
一
一
)
な
ど
諸
説
あ
る
が
、
今
は
、
牛
頭
法
融
(
五
九
四
i
六
五
七
)
の
時
代
か
ら
、
P
二
七
三
二
号
の
奥
書
の
日
付
、
即
ち
貞
元
十
(
七
九
四
)
年
ま
で
に
古
型
を
整
え
た
と
見
て
お
く
こ
と
で
大
過
無
か
ろ
う
(
上
山
大
俊
『
敦
燈
仏
教
唐・五代宋初の禅思想における無情仏性・説法説(粛藤)
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
九
0
・三。
P
四
O
五
、
参
照
)
。
な
お
、
底
本
に
は
禅
文
化
研
究
所
中
国
禅
録
研
究
涯
の
編
に
な
る
「
絶
観
論
」
(
禅
文
化
研
究
所
『
研
究
報
告
』
一
九
七
六
・
九
)
所
収
の
校
訂
本
を
用
い
る
。
引
用
に
は
ペ
ー
ジ
数
を
付
す
。
(6)
『
祖
堂
集
」
は
慧
可
章
な
ど
の
末
尾
に
「
今
唐
保
大
十
年
壬
子
歳
」
と
あ
り
、
こ
の
年
(
九
五
二
年
)
の
成
立
で
あ
ろ
う
(
横
井
聖
山
「
『
祖
堂
集
』
の
資
料
価
値
(
一
)
唐
期
禅
籍
の
批
判
的
措
置
に
関
す
る
一
つ
の
試
み
|
」
『
禅
学
研
究
』
第
四
十
四
号
、
一
九
五
三
・
十
三
底
本
に
は
海
印
寺
版
の
影
印
(
「
祖
堂
集
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
・
一
己
を
用
い
る
。
引
用
に
は
張
数
を
示
す
。
(7)
衆
生
迷
え
る
時
に
は
、
性
を
結
び
て
心
と
成
し
、
衆
生
悟
れ
る
時
に
は
、
心
を
釈
か
し
て
性
と
成
す
。
汝
若
し
定
め
て
無
情
無
仏
性
に
執
す
れ
ば
、
経
に
応
に
〈
三
界
唯
心
、
万
法
唯
識
〉
と
は
言
わ
ざ
る
べ
し
(
巻
第
三
・
第
十
一
張
)
。
(
8
)
慧
忠
の
無
情
仏
性
説
に
つ
い
て
は
、
「
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
p
四
六
二
、
『
中
国
禅
宗
通
史
』
p
二
O
九
1
一
一
一
五
、
『
唐
代
禅
思
想
研
究
』
p
四
九
六
1
五
四
四
を
参
照
。
(9)
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
p
四
六
二
。
(
叩
)
『
祖
堂
集
』
ヰ
和
尚
章
で
も
、
師
は
無
情
説
法
を
聞
く
の
か
と
の
問
い
に
対
し
て
「
我
若
し
聞
か
ば
、
則
ち
誰
を
し
て
挙
せ
し
め
ん
」
と
答
え
て
い
る
(
巻
第
十
七
・
第
十
二
張
)
。
無
情
説
法
を
聞
く
境
地
に
い
る
時
に
は
、
質
問
す
る
弟
子
と
対
話
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
(
日
)
『
唐
代
禅
思
想
研
究
』
p
五
O
九
1
五
一
回
。
(
ロ
)
「
縁
」
は
「
伝
灯
録
』
巻
第
五
・
光
宅
寺
慧
忠
章
の
対
応
箇
所
で
は
39 
「
解
」
に
作
っ
て
お
り
、
解
釈
の
参
考
に
し
た
。
な
お
、
『
伝
灯
録
』
に
は
福
州
東
禅
寺
版
の
影
印
(
基
本
典
籍
叢
刊
「
景
徳
伝
灯
録
』
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
0
・
五
)
を
用
い
る
。
引
用
に
付
す
張
数
は
こ
の
東
禅
寺
版
の
も
の
。
(
日
)
「
間
」
、
底
本
は
「
問
」
に
作
る
。
『
伝
灯
録
』
の
対
応
箇
所
に
従
っ
て
改
む
。
(
日
比
)
『
無
心
論
」
の
成
書
年
代
は
不
詳
だ
が
、
写
本
自
体
は
八
六
0
1
一
0
0
0年
頃
の
も
の
と
上
山
氏
は
推
定
さ
れ
て
い
る
(
『
敦
埠
仏
教
の
研
究
』
第
四
章
の
五
三
ま
た
、
柳
田
聖
山
氏
も
「
無
情
説
法
に
つ
い
て
は
、
「
菩
提
達
摩
無
心
論
』
が
最
も
参
考
に
な
る
」
(
世
界
の
名
著
国
「
禅
語
録
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
・
八
。
p
二
九
二
)
と
言
わ
れ
場。
(
日
)
『
壇
経
』
の
成
立
に
も
諸
説
あ
ろ
う
が
、
今
は
、
『
壇
経
』
の
存
在
に
言
及
す
る
意
処
厚
の
『
鷲
湖
大
義
禅
師
碑
銘
」
や
白
居
易
の
『
味
道
』
が
書
か
れ
た
時
点
、
即
ち
九
世
紀
初
に
は
存
在
し
て
い
た
、
と
見
て
お
付
ば
大
過
無
か
ろ
う
。
底
本
に
は
、
敦
燈
博
物
館
蔵
七
七
号
文
書
を
用
い
る
。
引
用
に
付
し
た
ペ
ー
ジ
数
は
、
周
紹
良
編
著
『
敦
燈
写
本
《
壇
経
}
原
本
』
(
文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
・
十
一
一
)
の
も
の
。
(M)
注
目
で
引
い
た
『
祖
堂
集
』
卑
和
尚
章
の
問
答
で
も
、
無
情
説
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
西
辺
の
露
柱
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
自
ら
も
無
情
に
同
ず
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
質
問
者
と
同
じ
境
涯
に
い
て
、
相
手
を
教
化
す
る
こ
と
を
よ
し
と
す
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
無
情
に
同
ず
る
こ
と
自
体
が
避
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
修
行
者
と
指
導
者
と
が
断
絶
し
て
し
ま
う
こ
と
を
警
戒
す
る
の
か
は
判
定
し
か
ね
る
。
40 
(
げ
)
村
上
俊
氏
は
こ
の
問
答
を
「
第
二
義
に
落
ち
た
」
(
『
唐
代
禅
思
想
研
究
』
p
六
二
九
)
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
が
、
こ
の
問
答
は
、
本
文
に
述
べ
た
よ
う
な
思
想
史
的
背
景
の
中
で
、
出
る
べ
く
し
て
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
う
。
(
国
)
底
本
は
「
但
被
虚
妄
計
著
」
に
作
る
。
F
二
O
七
四
(
p
=
一O
)
、
p
ニ
O
四
五
(
p
五
九
)
に
従
い
、
「
被
」
字
を
除
く
。
(
印
)
楊
曽
文
・
編
校
『
中
国
仏
教
典
籍
選
刊
神
会
和
尚
禅
話
録
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
六
・
七
)
P
八
六
1
八
七
。
石
井
本
『
神
会
語
録
』
は
、
貞
元
八
年
来
の
歳
に
校
勘
し
た
と
い
う
奥
書
を
持
つ
(
p
一
四
)
。
楊
氏
も
指
摘
す
る
通
り
、
貞
元
八
年
(
七
九
二
)
は
壬
申
、
七
年
が
辛
未
で
あ
る
。
ま
た
奥
書
で
は
さ
ら
に
「
唐
突
巳
年
十
月
廿
三
日
比
丘
記
す
」
と
言
う
。
唐
突
巳
年
と
は
、
八
一
三
、
も
し
く
は
八
七
三
年
で
あ
ろ
う
。
今
は
、
遅
く
と
も
九
世
紀
半
ば
に
は
現
在
の
形
に
成
っ
た
文
献
と
見
る
。
(
初
)
『
大
乗
要
語
』
の
素
性
は
未
詳
。
阿
部
和
雄
氏
は
「
禅
僧
の
注
抄
と
疑
偽
経
典
」
(
講
座
敦
燈
8
『
敦
燈
仏
典
と
禅
」
大
東
出
版
社
、
一
九
八
0
・
十
一
)
の
中
で
、
結
論
は
保
留
し
つ
つ
も
「
北
宗
系
の
人
々
の
手
で
作
ら
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
」
と
言
わ
れ
る
(
P
三
回
四
万
た
マ
だ
、
文
中
の
「
無
依
一
精
明
、
分
成
六
和
合
。
一
処
停
休
息
、
六
用
皆
不
成
」
が
、
『
首
拐
厳
経
』
巻
第
六
の
偶
(
大
正
蔵
第
十
九
冊
、
p
一
三
一
中
)
の
引
用
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
首
拐
厳
経
』
成
立
後
と
い
う
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
(
幻
)
底
本
は
ど
ち
ら
の
「
轍
」
も
「
愈
」
に
作
る
が
、
「
喰
」
の
誤
り
だ
ろ
う
。
大
正
蔵
第
八
十
五
冊
も
同
様
に
改
め
て
い
る
。
(
幻
)
『
伝
灯
録
』
は
、
『
続
資
治
通
鑑
百
戸
編
』
大
中
祥
符
一
一
(
一
O
O九
)
年
春
正
月
の
条
に
刊
定
を
終
え
て
版
刻
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
(
石
井
修
道
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』
P
一一四
1
二
五
)
。
p
m
ω
)
「
無
量
寿
経
云
、
〈
諸
仏
法
身
、
入
一
切
衆
生
心
想
、
是
心
作
仏
v
。
当
知
仏
即
是
心
。
心
外
更
無
別
仏
也
」
(
梯
伽
師
資
記
・
道
信
条
、
P
一
二
八
八
上
)
。
「
祖
目
、
即
今
問
我
者
、
是
汝
宝
蔵
。
一
切
具
足
、
更
無
欠
少
。
使
用
自
在
、
何
仮
向
外
求
党
」
(
伝
灯
録
・
巻
第
六
・
大
珠
慧
海
章
、
第
三
張
)
、
な
ど
。
(μ)
『
中
国
禅
宗
通
史
』
は
こ
の
担
光
と
の
問
答
を
挙
げ
て
、
「
無
情
有
性
」
と
「
無
情
無
性
」
は
同
じ
く
唯
心
論
か
ら
出
発
す
る
が
、
「
有
性
」
論
者
は
一
般
(
法
身
、
般
若
)
と
個
別
(
翠
竹
、
賞
花
)
を
混
同
し
て
お
り
、
慧
海
は
そ
の
哲
学
的
錯
誤
を
正
し
て
い
る
(
P
二
四
八
)
、
と
言
う
。
し
か
し
、
慧
海
が
根
本
に
据
え
て
い
る
の
は
、
性
や
心
の
活
動
性
で
あ
り
、
法
身
・
般
若
と
翠
竹
・
貴
華
の
区
別
に
よ
っ
て
強
調
し
た
い
の
も
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
批
判
対
象
と
し
て
想
定
さ
れ
る
無
情
有
性
説
も
、
南
方
禅
客
の
問
答
の
如
き
唯
心
を
根
拠
と
す
る
も
の
だ
と
、
は
っ
き
り
限
定
は
で
き
な
い
。
(
お
)
こ
の
問
答
に
は
続
き
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
そ
れ
を
言
葉
で
言
い
得
る
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
「
有
言
」
の
世
界
に
あ
る
の
か
「
無
吾
一
己
の
世
界
に
あ
る
の
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
(
お
)
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
p
四
四
二
1
四
四
三
、
参
照
。
(
幻
)
例
え
ば
、
「
固
定
を
以
っ
て
聖
人
其
の
懐
を
空
洞
に
し
て
、
識
無
く
知
無
し
。
然
ら
ば
動
用
の
域
に
居
り
て
、
無
為
の
境
に
止
ま
り
:
・
・
:
」
(
肇
論
・
答
劉
遺
民
書
)
な
ど
、
有
と
無
の
世
界
に
同
時
に
存
在
す
る
聖
人
の
姿
。
「
然
ら
ば
則
ち
聖
人
の
情
、
物
に
応
じ
て
物
に
累
わ
き
る
る
無
き
者
な
り
」
(
「
一
ニ
国
志
』
鐙
会
伝
注
)
と
い
う
、
王
弼
の
見
解
。
